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お届けします。

膨大な情報量になっていますが、グノーブルを
活かして最大の効果を上げるためのヒントが
ぎっしり詰まっていると思います。これから大学
受験をされる皆さんには、マーカー類を片手に、
気になる発言や参考になりそうな箇所に印を
つけながら全編に目を通すことをお勧めします。

勉強を進めていくときに大切なことは、先輩の
体験や先生の助言を参考にしながら、徐々に自分
に合った勉強法を確立していくことです。この
グノレットの中に、お手本にできることがあれば、
ぜひ、お試しください。

また、勉強に行き詰まったり、気持ちが折れそう
になったり、迷いが生じることもあるでしょう。
そんなときには、改めてこのグノレットを開いて
先輩たちの声に耳を傾けてみてください。きっと
勇気をもらえると思います。
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入塾のきっかけ

藤川：僕は中１から通っていました。
友人のお母さんが、グノを勧めてく
れたことが入塾のきっかけです。自
分で塾選びをしたわけではなく、親
が決めての入塾でした。英語はス
タートダッシュ講座＊から、数学は
中３から受講しました。
長井：僕も藤川君と一緒で、中１か
らグノに入りました。自分で塾選び
をしていないというのも同じです。
当時、母がいくつかの塾の説明会に
参加し、グノの説明会で中山先生の
話を聞いて、「ここに子どもを入れ
たいな」と思ったそうです。
　はじめは英語だけ通うつもりだっ
たのですが、スタートダッシュ講座
に参加してみたら、纓

お

田
だ

先生がとて
も面白くて、数学も通うことにしま
した。英語と数学をグノで中１から
ずっと続けました。グノが好きだっ
たので、「グノを辞めよう」とか「塾
を変えよう」とか思ったことは一度
もありません。
中島：僕は、中３の冬にいくつかの
塾を自分で調べました。授業にも足
を運んで比較しました。中３から高
３まで通うことを前提に考えていた
ので、「自分がどれだけその塾を好

きになれるか」が基準でした。
　候補の中でも、グノは授業の密度
が濃くて、時間が短く感じられまし
た。初回の授業ですぐに名前を覚え
ていただけたのもうれしかったです。

「これなら４年間受け続けられる」と
思って、グノへの入塾を決めました。

　僕は横浜に住んでいるので、グノ
は一番遠い検討先でした。ただ、僕
には東京に憧れもあったので（笑）、

「東京まで行ってみようかな」と
思って距離は気にしませんでした。
親も「交通費も大丈夫だよ」と言っ

てくれたので甘えることにしました。
白石：高２の最初、同じ学校の仲の
良い友達がラッシュのようにグノに
入ったのがきっかけで、僕も講習か
らグノに入りました。その頃は、「英
語で有名な塾」という程度しか知り
ませんでした。
　以前、家の近くの大手塾に通って
いたことがありましたが、部活が忙
しくて予習ができず、予習前提の授
業からは得られるものがほとんどあ
りませんでした。授業中に演習をす
るグノの方針はとても気に入りまし
た。
熊谷：私は、高２で冬期講習を体験
して、そのまま入塾しました。先生
方がすぐに名前を覚えてくださった
ことが決め手でした。講習には一人
で参加したので不安でしたが、すぐ
にクラスの一員として参加できる雰
囲気だったのがとてもうれしかった
です。
　その時期、他塾の授業にも参加し
てみましたが、先生が高圧的だった
り距離感があったりして馴染めませ
んでした。グノの先生方は優しくて
距離が近いので、私には合っていま
した。
　グノには友達が何人か通っていま
したし、インターネットでもいい評

判ばかりです。入塾に不安はありま
せんでした。
大宮：私も、熊谷さんと同じで、高
２の冬にグノに入りました。高２ま
では別の塾で英語の講座を受講して
いました。でも、高３の英語の講座
を他の科目との兼ね合いで受けられ
なくなったんです。英語は得意だと
いう意識があったので、英語に強い
塾を探しました。
　グノに通っていた知り合いもいて、
その人からグノのレベルの高さを聞
いたことも決め手になりました。
　実際に冬期講習を受けたら、噂通
りのレベルに感動しました。自分で
は英語が得意なつもりでしたが、グ
ノには自分よりできる人がたくさん
いたのです。もちろん先生のレベル
も高くて刺激的でした。
二宮：僕の場合はちょっと特殊です。
高校３年の夏から１年間アメリカに
留学していました。もともとアメリ
カの大学に進学する予定でしたが、
親の勧めもあって東大を受けること
になったんです。
　帰国して、すでに東大に合格して
いた知り合いに塾選びの相談をしま
した。「英語が喋れて、面白い英語に
触れたいなら、グノがいいよ」と元
グノ生たちに勧められました。受験

本番まで半年間しかなかったので、
グノの方針やカリキュラムも調べた
上で、英語に加えて、数学と国語も
夏期講習に参加して、そのまま最後
まで通い続けました。

英語の勉強法

二宮：僕の場合、日本史と世界史が
０からのスタートで、とりあえずこ
の２科目をやらないといけないこと
は分かっていました。一方、「英数国
が強い受験生が勝つ」とも思ってい
たので、英数国の基礎をグノで固め
て、地歴は足を引っ張らない程度ま
で上げるというプランを考えました。
　すべての科目において、とにかく
基礎、基礎、基礎の繰り返しでした。
どんな問題でも時間が経つと忘れて
しまうので、時間をおいて何度も何
度も繰り返しました。復習はとても
大事です。復習に力を入れて、たく
さんの問題に手を出さないようにし
ました。英語に関しても、グノで
扱った問題を何度も振り返っていま
した。
中島：僕も復習が一番大事だと思い
ます。復習のタイミングは早ければ
早いほどいいです。
　高２の冬頃に気がついたことがあ

るんです。授業で扱った英文の中で、
先生の解説を覚えている部分は、間
違いなく自分の力になっていました。
それからは、記憶に残る部分を増や
すため、授業の直後にその日の授業
の復習をするようにしました。直後
だと、先生の解説のほとんどを肉声
で思い出せるしそれが定着します。
英文全体が自分の養分になる感じで
した。
　毎日音読もしていましたが、よく
理解できている英文の音読は効果が
まるで違うと思います。力がついて
いるという実感とともに、英語の成
績も上がりました。
大宮： 高３の読解の授業は毎回要
約演習で始まります。私はそれまで
要約をほとんどやったことがなかっ
たので、この演習で学んだことは多
かったです。
　文章がどのように構成されている
か、論旨がどのように組み立てられ
ているかの解説を先生が毎回してく
ださって、それを参考に次の演習に
取り組むうちに、論理力が鍛えられ
たと思います。夏は散々だった東大
模試の要約も、秋以降は点数が安定
するようになりました。
　中山先生がよく「読書は対話。自然
に抱く疑問を大切に」とおっしゃって

東京大学 文系
ー Part １ー
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●  PDFフルバージョンでは、「グノーブルの評判」、
「グノーブルの英語」、「後輩へのメッセージ」も
お読みいただけます。
 www.gnoble.com/gnolet19/

グノは、集中力を保って主体的に聞ける授業だったのですごく気に入っていました。
授業は先生が生徒とやり取りしながら、私たちを巻き込んで進んでいくので、
自分が参加していると実感できました。 熊谷 姿慧さん（文Ⅰ・桜蔭）

＊新中１生対象の講座（２～３月に開講）。

大宮 優香さん（文Ⅰ・日比谷）

白石 昌大さん（文Ⅱ・芝）

長井 孝彦さん（文Ⅱ・海城）熊谷 姿慧さん（文Ⅰ・桜蔭）
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んでしたが、僕にとっては、内容を
意識しながらの音読は本当に難しく
て、いつのまにか暗唱できるくらい
まで何回も繰り返していました。
熊谷：私は、以前から家でがんばる
前に授業を大切にするタイプだった
ので、授業中にできるだけ吸収しよ
うと集中していました。
　グノは、集中力を保って主体的に
聞ける授業だったのですごく気に
入っていました。授業は先生が生徒
とやり取りしながら、私たちを巻き
込んで進んでいくので、自分が参加
していると実感できました。間違っ
たことを言っても「大丈夫」と思え
る雰囲気があって、授業中はずっと
楽しかったです。
　復習のときは、GSLを活用してい
ました。耳で聞くスピードで理解で
きれば読むスピードが上がりますし、
シャドーイングをしていると速く喋
る練習にもなって、とても効果的だ
と思っていました。

グノーブルの数学

二宮：数学は、一番下のクラスで受
講しました。「こういう問題のとき
はこういう解法が」と先生が話して
くださったり、テーマごとにまと
まったプリントをいただけたりして、

「初見の問題に出会ったときにどの
ツールで戦えばいいのか」という基
礎を学びました。
　夏以降は、テスト演習をしてすぐ
解説されるという授業スタイルで、

与えられる問題の量も、僕には合っ
ていました。数学に関しては、友達
からもらった参考書１冊を持ってい
ましたが、基本的にグノからもらっ
た教材だけを使いました。これだけ
で十分でした。
　振り返ってみると、先生方が受験
問題を本当によく研究されていたの
で、短期間に無駄のない問題に取り
組めて得点力もついたのだと思いま
す。
長井：中１から纓

お

田
だ

先生にずっと教
わっていました。纓田先生は、温かい
し分かりやすいし楽しくて、基礎力
や計算力を培う段階では最高でした。
　高２、高３で長澤先生になると、
楽しいだけではなくなり、厳しさも
味わいました。それまでは、「文系だ
し何とかなるかな」という甘い考え
を持っていましたが、「こんなん
じゃダメだ」と気持ちを切り替えま
した。
　高２では、考えるのにも復習をす
るのにも、かなりの時間を数学に費
やしました。
　セルフチェックシートでは、先生
に自分の状況を伝えて、先生からの
コメントをいただけます。そのやり
取りを通して自分の課題も明らかに
なりましたし、数学への理解も深ま
り、自分を客観視できるようになり
ました。
　最終的には、数学に対しての自分
の限界も知らされることになりまし
たが、かなりの力も手にすることが
できたと思っています。

藤川：僕は中３からグノで数学をと
りましたが、きっかけは長井君でし
た。数学で行き詰まったとき、長井
君にグノの数学を勧められて受講を
決めました。このときは纓田先生で、
楽しく取り組みやすい授業のお陰で、
数学も軌道にのりました。
　高２からの長澤先生は厳しさが加
わって、本気で数学と向き合ってい
く覚悟をしました。ただ、それでも
高２のうちはまだ楽で、配られる問
題は何とか解けて、人間の理解の範
疇にありました（笑）。

　高３になると、僕にとっては問題
の凶悪度（笑）が格段に上がりまし
た。水一滴もなしに砂漠を歩いてい
る気分にもなりました。
　ようやくオアシスにたどり着けた
のは直前期でした。「結構簡単だ」と
思いながら問題に向かえるように
なってきて、東大入試本番も苦手な
分野は出ましたが、長澤先生の授業
に比べたら本当に簡単だと思えまし
た。
　長澤先生の授業は厳しかったので
すが、感情的な意味で厳しかったわ
けでは全くありません。まず、「先生
の言うことは確かだ」という先生へ
の信頼が僕たちにありました。そし
て、授業の進め方、授業で扱ってい
く問題の選択、僕たちへの要求に、
すべて筋が通っていました。筋が
通っているからこそ厳しさが伴うの
だと思います。
　振り返ってみると、グノの数学を

いました。書かれていることに対し
て、「それってどういうこと？」と、
こちらから疑問を抱くようにするん
です。筆者が具体例などで説明を加
えてくれていることもあるし、読み
手側が自分の経験などに照らして解
釈することもあります。先生の解説
でも、よく「どういうこと？」とか、

「たとえば？」という合いの手が
入っていました。それを自分でも意
識して勉強していたのが良かったん
だと思います。
二宮：僕の場合も、グノで英語の読
み方を学んだら国語の点数も伸びま
した。英語と日本語では論理の組み
立てには違いがあるかもしれません
が、「この文章はこういう論理で書
かれているから、こことここをつな
げて記述する」というプロセスは共
通です。東大は地歴も記述なので、
論理力を鍛えることで全科目に効果
がありました。
中島：他塾の解説では、よく「この
パッセージではこれがキーセンテン
ス」とだけ言われたりします。納得
できる説明がないと、「なんで？」と
思うだけで僕たちの力にはなりませ
ん。
　グノの先生は本当に深く英文を理
解されていると思います。筆者がど

んな考えで言葉を選び、文を組み立
てているかの解説が丁寧です。論理
をしっかりたどれると、「著者が伝
えたいことをしっかり受けとめた」
と実感できます。現代文の勉強にも
つながりましたし、論理力という面
で言えば、全科目にいい影響があっ
たと思います。
長井：僕の場合はとにかく、グノで
扱った英文を繰り返し読み返してい
ました。基本は、音読です。ただ、音
読は疲れるので（笑）、ときどき黙読
にしていましたけど、反復して読み
返すことは徹底していました。
　でも、黙読ばかりしていると、語
彙の把握が適当だったり、文構造が
よく分かっていなくても、速読でき
ている気になって読み方が浅くなる
ことがあります。
　特に高３の授業では扱う英文の内
容が深くなっていきましたから、何
度も何度も英文を音読しました。授
業で解説されていた単語の話や筆者
の意図とか、いろんなことを思い出
しながら声に出して読んでいたので、
本当の意味で読むスピードもアップ
したと思います。
藤川：母がピアノ教室をやっていて、
僕も２歳からピアノを習っています。
母はピアノを教えるときに、ゆっくり

練習と速い練習を使い分けています。
　ピアノは指を 10 本使うので、い
ちいち指の動かし方を考えていては
弾けません。でも、最初からそうい
う弾き方をしても、弾けるようには
なりません。だから、練習のときは
ゆっくり練習を取り入れます。ゆっ
くり練習はメンテナンスをします。
僕自身がピアノを練習するときは、
ゆっくり練習と速い練習とを２対１
の割合で混ぜています。
　このピアノでの練習法を、英語に
も応用しました。文構造を完全に意
識したゆっくり音読と速いペースで
読む音読とを２対１の割合で混ぜた
のです。高３になってからの英語の
勉強は、これと英作文がメインで、
他には全くやっていません。
白石：僕も音読を続けていましたが、
高２でグノに入ってから、GSL ＊を
使って音読はしているものの、字面
を追って発声しているだけでした。
　高３になってから、先生が改めて
音読の重要性についてやり方や効果
を語ってくださいました。そのとき
の話でようやく僕は「そうだったん
だ」と納得できました。改めてやっ
てみて、「音読はこんなに深かった
のか」とびっくりしました。
　高３の夏は本当に音読しかしませ

＊ Gnoble Sound Laboratory：中１から高３までの６学年すべてにオリジナルの英語音声教材を用意しています。

中島 礼朗さん（文Ⅱ・栄光学園）

二宮 陽二郎さん（文Ⅲ・麻布）

藤川 司さん（文Ⅰ・海城）

大宮 優香さん（文Ⅰ・日比谷）

白石 昌大さん（文Ⅱ・芝）

熊谷 姿慧さん（文Ⅰ・桜蔭）

東
京
大
学 

文
系 

Part

❶

54



体を俯瞰しつつ、個別の問題や設問
への対処法についても熟知されてい
るし、対策の立て方についても的確
なアドバイスをいただけました。普
段から研究を積み重ね、僕らのレベ
ルに合わせて指導してくださった先
生方に感謝しています。
大宮：まず言いたいのは、先生方が
すぐに顔と名前を覚えてくださった
ことです。高２の冬期講習からグノ
に通い始めた私は、グノに通い続け
ている人たちに囲まれて、“ぼっち”
みたいになるかな、と不安でした。
でも、先生方のフレンドリーさのお
陰でクラスの雰囲気にすぐ馴染めま
した。

　先生方が広くて深い教養をお持ち
になっているのにも感動しました。
英語の読解では、演習の時間には内
容が全く分からない英文をいくつも
扱いました。でも、中山先生が、「ど
こから出てくるのだろう？」と思う
くらい豊富な知識を駆使して解説し
てくださると、難解な英文がとても
楽しめる英文にどんどん変わってい
きました。文系理系を問わずいろい
ろな分野に精通していらっしゃって、
具体例も分かりやすくて、本当に驚
きでした。
　冬期講習と直前講習で出会った吉
田先生も、とても広い教養をお持ち
で、私たちに分かりやすく解説をし
てくださいました。
　グノの先生方に出会うまでは、私
はただ受験のためだけに勉強してき

ました。でも、グノに入って、「こう
いう大人になりたい」と、勉強の動
機も変わりました。大学入学後、文
系理系に捕らわれずいろいろな分野
に興味を持って勉強したいと思って
います。
長井：大手と大きく違うのは、グノ
でしか味わえないライブ感です。生
徒目線というか生徒思いというか、
そうした熱いものが先生方にはあっ
て、それをひしひしと感じました。
中島：確かに、先生の熱量がすごい
です。熱量というのは、声が大きい
とか、そういうことではなくて、

「愛」とか「期待」ということだと思
います。
　たとえば、本原先生は静かに授業
をなさるのですが、その中に僕たち
への思いがこもっていて、そういう
授業を受けると「僕も全力で応えな
ければならない」と気持ちが高まり
ます。
　先生方は本当に教養にあふれてい
ましたが、そういう先生方が全力で
授業をしてくださる姿勢がとても魅
力的でした。僕も「こういう大人に
なりたい」と心から思いましたし、
10 代の間にグノで授業を受けられ
て幸せでした。
藤川：グノは、いい意味で一般的な
塾の授業とかけ離れています。授業
では発展的なことばかりやるのでは
なく、基礎にも面白みのふりかけを
かけて、僕たちに提供してくれます。
英語だと、つい数日前の出来事が教
材になっていることもよくあって、
それは新鮮さのふりかけって感じで
す。
　僕たちが興味の持てる教材をいつ
も用意してくださることにも、先生
との近さは表れていますが、もちろ
ん、毎回の添削や質問のしやすさな
どにもそれが表れています。
　グノの先生と生徒の距離は近いと
言われますが、それはなれ合いの近
さではありません。グノの先生は生

徒に敬意を持って接してくれます。
もちろん、僕たちも先生を尊敬して
います。それにプラスして、学問へ
の興味が土台になっているので、い
い意味での節度があります。
熊谷：英語の授業では、英文に関連
した美術や哲学の話を紹介していた
だけたり、さりげなく有名な小説の
一節が聞けたり、とにかく、たくさ
んの知的な刺激を受けました。
　それから、大学受験の予備校だと、
尊大だったり高圧的だったりする先
生も見かけるのですが、グノの先生
方は本当に人柄が良く、安心して勉
強に没頭できました。理不尽に怒る
ことはけっしてなく、いつも優しく
接してくださいました。
白石：そもそも、授業の場で演習し
たものを、先生自らがすぐに添削し
て返却してくださるシステム自体す
ごいことですが、先生方がいつも僕
たちのことをよく見てくださってい
ることをありがたいと思っていまし
た。
　だからこそ、英作文で出来がいい
ときに、“Very Good”と書いてい
ただけると本当にうれしくて、僕は
そういうプリントをファイリングし
ていました。
　要約でどんなに出来が悪いときで
も、次回に希望を持てるコメントを
書いてもらえると、かえってやる気
が湧いてきました。
　僕の中では、先生との実際のお喋
りよりも、添削を通して先生を近し
く感じていました。

受けて間違いなく力がつきました。
長澤先生は数学の生き字引みたいな
人でしたから、「この問題の類題は
ありますか？」と要望を出せば、「こ
れこれがある」とサッとプリントを
いただけました。いつも柔軟に対応
していただきました。
　今年の東大は、問題自体が易化し
たこともありましたが、やはりグノ
の数学を受けてきたからこそ、気持
ちに余裕を持って問題に向かえたの
だと思います。

グノーブルの国語

熊谷：吉田先生にはとてもお世話に
なりました。留学していたことも
あって、古文漢文がボロボロだった
私に、とても親身に個別対応してく
ださいました。
　授業の雰囲気も良かったです。

「これはこうだ」と解釈を押し付け
られることもなく、考え方や答案の
書き方も分かりやすかったです。

「自分のレベルでもベストを尽くせ
ば書ける」と思える解答例は参考に
なりました。
藤川：グノの英語は受験英語に限定
せず、将来を見据えたカリキュラム
になっています。数学も、数学全体
を包括的に考える授業でした。
　一方、高１から３年間お世話に
なったグノの国語は、要素の抜き出
し方や対比・例示の使い方など、特
に東大受験のための戦法を重んじる
印象を受けました。

　でも、解説は決して一方的ではあ
りませんし、添削もしっかりやって
いただけて、そういうところは、他
の科目と共通するグノらしさでした。
特に添削では、「これでも大丈夫」

「これではダメ」とキッチリ線引き
していただいたお陰で、国語におけ
る必要十分条件の満たし方を習得で
きました。
長井：僕は高３で東大国語を受講し
ました。その頃は現代文で壁にぶつ
かっていました。他塾での現代文の
授業では「ここはこういう解釈だ」
で終わりですが、そういう授業を受
けても答案の導き方や書き方が全然
分かりません。予備校が出している
模範解答も、レベルが高すぎて、高
校生の僕には真似できるものではあ
りませんでした。
　一方、吉田先生は本文に準拠して、
高校生でも書ける答案の作り方を教
えてくださいました。本文の解説も
僕たちに大変分かりやすく工夫され
ていました。現代文の授業で初めて、

「こういう授業を受けたかった」と
満足感を覚えました。
大宮：高３の冬期講習と直前講習で
東大国語を受講しました。グノの先
生らしく吉田先生も初回で名前を覚
えてくださいましたし、普段から受
講している人たちと分け隔てなく指
名してくださって、疎外感を感じず
に授業を受けられました。
　古文や漢文だと、場面をイメージ
しづらいことがよくありますが、吉
田先生は登場人物になりきって、噛

み砕いて説明してくださって、こう
いう解説の仕方もグノの英語に共通
していて、楽しいし分かりやすいと
思いました。
　直前講習では、出題されそうな古
語や句法などを教えてくださったり、
現代文ならまとめるべき要素の見つ
け方を教えてくださったりして、と
ても充実していました。
　私の場合も、高校生が書けそうな
解答例を示していただけたことがと
ても参考になりました。
二宮：中学受験のとき、僕は国語を
武器に戦っていました。もともと国
語が得意だったんです。でも、留学
先で英語だけの生活をしていたら、
日本語が下手になってしまいました。
帰国後に初めて受けた模試では、国
語が 30 点くらい、古文に至っては
３点でした。
　そのことを吉田先生にお話しした
ら、「古典はがんばらないといけな
いけれど、現代文は読めている。た
だ、答えるべきことを文章にできな
かったり、冗長になったりしてい
る」というご指摘と、東大の国語の
問題への具体的な対処法もアドバイ
スしていただきました。
　解説はいつも明快で、「記述問題
では本文のここからこう引っ張って
くる」、「センターではこうやって選
択肢を切る」など、戦術的なお話も
たくさんありました。豊富な具体例
を駆使した本文の解説は、イメージ
がわきやすくて惹きつけられました。
　僕は、吉田先生の模範解答はとて
も美しいと思っていました。文章か
ら得られる情報を咀嚼して、誰でも
分かる言葉で分かりやすい文になっ
ていて、「すごい」と感銘を受けてい
ました。

グノーブルの先生方

二宮：先生方はしっかり研究されて
いるなと思いました。どの科目も全

長井 孝彦さん（文Ⅱ・海城）

中島 礼朗さん（文Ⅱ・栄光学園）

二宮 陽二郎さん（文Ⅲ・麻布）

藤川 司さん（文Ⅰ・海城）
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さん（文Ⅰ・鷗友学園女子） 堀
ほり
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さん（文Ⅲ・桜蔭）

柴
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な

子
こ

さん（文Ⅱ・光塩女子学院） 村
むら

山
やま

 莉
り

咲
さ

さん（文Ⅲ・吉祥女子）

入塾のきっかけ

小田： 高１のとき英語で入塾しま
した。きっかけとして一番大きかっ
たのは、英語を英語のまま読むとい
うグノの方針が学校の方針と一致し
ていたことです。宿題の量が適量な
のも魅力でした。他塾のように宿題
が多いとこなせないと思ったんです。
柴田：高１になる前、「高校生にな
るから英語をきちんと勉強しよう」
と思って塾を探しました。このとき、
グノの説明会に参加した母が「他の
塾に比べて熱量が大きい塾だった」
と言っていて、グノが候補に上がり
ました。
　私はもともと英語が得意でした。
だから、「レベルの高い塾に入りた
い」と思っていました。それで、グ
ノに通っている友人に教材を見せて
もらいました。適度に難しくて面白
そうだったので、英語のレベルアッ
プを期待してグノへの入塾を決めま
した。
中川：私は高１のフレッシャーズ講
座＊で入りました。「英語がいい塾」
というグノの評判を聞いていたこと
と、知り合いがたくさん通っていた
ことが入塾の決め手でした。
　中１から中３までは別の塾に通っ

ていましたが、高校受験が終わって
から、その塾とグノを比べてみまし
た。小田さんが言っていたのと同じ
ように、私も宿題が多くないグノに
魅力を感じたのです。１回の授業で、
演習して、添削してもらって、解説
を受ける、というグノの完結した授
業スタイルが良かったです。

村山：私も高１のフレッシャーズ講
座で英語を受講して、そのまま入塾
しました。それまでは英会話教室に
通っていましたが、高校生になるに

あたって受験を意識するようになり、
本格的に受験対策のできる英語の塾
を探しました。
　私は自分なりのこだわりを大切に
しました。英語を売りにしていて、
芯の通ったところのある塾がいいと
思いました。親に勧められてグノの
講習に通い、「ここなら」と思えたの
で、講習後もグノに通うことにしま
した。
安彦：僕がグノに入ったのは中２の
冬です。中１の頃は別の塾に通って
いましたが、麻布に入ったというこ
ともあって遊びもしたいのに、その
塾は宿題が多すぎていやになってし
まって辞めました。
　でも、結局遊び過ぎて成績が落ち
てしまい、なかでも英語の成績がボ
ロボロだったので、「英語がいいら
しい」という親の勧めに従って、グ
ノに入塾しました。中３からは数学
も受講しました。
堀：私は中３の夏期講習で初めてグ
ノの授業を受講しました。きっかけ
は母の勧めです。他にももう１つ塾
を勧められましたが、「とりあえず
グノを受けてから、他の塾も考えよ
う」と思って、グノの夏期講習を受
けました。そうしたらとても楽し
かったので、そのまま入塾しました。

東京大学 文系
ー Part ２ー

11 期生 合格者インタビュー

「数学でこんな授業は初めてだ！」と思いました。
グノに来て、英語でも革命的な指導に出会ったのですが、数学でも革命が起こりました。
目の前の問題にただ対処していく姿勢から、俯瞰的に戦略を考えられる姿勢に変わりました。
 安彦 賢さん（文Ⅲ・麻布）

グノーブルの評判

村山：高１でグノに通い始めた頃は、
吉祥女子でグノに通っている人はそ
んなにいませんでした。「グノに通
うのは最上位の進学校の人だ」とい
うイメージが周りにも私にもあって、
私自身もグノへの入塾を迷いました。
ただ、講習がとても良かったので、

「気に入った塾に通った方が絶対に
いい」と思って迷いを振り切りまし
た。

　その後、高２の文化祭が終わった
頃から、英語を中心にグノへ通う人
たちが増えました。学校からも「受
験がもうすぐだ」と言われ始めて、
今まで塾に関心のなかった人たちが、
評判のいいグノに注目したのだと思
います。
安彦：麻布でも、中学時代にグノへ
通っていたのは数名で、当時は話題
にもなりませんでした。高校になる
と、麻布の中にグノ生が増えていっ
て、最終的には 20 名くらいまでに
なりました。
　高１だと皆「受験はまだ先だ」と
楽観視していますが、高２になると
志望校を考えて受験を意識し始める

ので、遊んでばかりいる麻布生でも
塾探しを始めます。英語に関してグ
ノは人気がありました。
堀：桜蔭も状況は似たような感じで
した。中３のときまでグノの評判を
聞かず、高１のときに古文で通う人
たちがグノの話をしているくらいで
した。高２になると、英語で通う人
がどんどん増えていきました。大き
な部活に所属している人がグノに通
い出して、その部活の人たちがどん
どんグノのことを気にし始めたんで
す。こうしてグノの評判が広まった
と思います。
中川：私自身は、グノの評判は女子
学院の知り合いから聞いていました
が、日比谷の中では高１の頃にはグ
ノのことを知っている人はほとんど
いなかったと思います。でも、高３
になると通う人が増えていった感じ
です。10 人前後はいたかもしれま
せん。
柴田：光塩女子では、トップ層の何
人かがグノに通っていただけでした。
東工大に合格した先輩が「数学が得
意でなかったけれど、グノに通った
ら数学が得意になった」と言ってい
るのを、私も中３の頃に耳にしたこ
とがありました。「英語がいい」とい
う噂もありましたが、そもそも皆グ
ノのことをあまり知らず、「グノと
いうところがあるらしいよ」という
感じでたまに話題に上る程度でした。
小田：鷗友では、周りにグノ生がた
くさんいましたね。グノの方針と学
校の方針が合っていたこともあって、
英語についての評判が高かったです。

「グノは、合う人にはすごく合う」と
言われていました。

グノーブルの英語

小田：私は、小３までの５年間シン
ガポールにいましたから、英語自体
はもともと得意でした。帰国後も、

中学までは帰国子女用のスクールに
通っていましたが、高校からはその
クラスがなくなりました。
　そんな私にとって、「英語を英語
のまま読む」というグノの方針は魅
力的でしたし、教材として使用され
ている英文も洗練されていて、とて
もいいと思っていました。
　ただ、高３の夏休みに、要約の成
績がガタッと下がった時期がありま
した。英文の内容を日本語でまとめ
るのが東大型の要約ですが、その頃、
答案をまとめるために日本語を意識
し過ぎていたのだと思います。先生
にもよく言われていましたが、英語
の文構成は日本語とはかなり組み立
てが異なります。改めて「英語で解
釈」ということを意識するようにし
たら、主旨の把握や全体の組み立て
が明快になって成績もまた上がりま
した。
　お陰で東大入試でも TLP（トライ
リンガル・プログラム）＊に選ばれ
ました。グノの方針は本当に正しい
のだと思います。
柴田：英文を返り読みしないで前か
ら読む読み方は、知らないとできま
せん。私は、グノで最初からそうい
う読み方を教わって練習していたの

＊入学時に一定レベルの英語力を有すると認められた学生（上位一割程度）のうち希望者を対象に行われ、
　日本語と英語に加え、もう一つの外国語の運用能力を鍛える教育プログラム。（http://www.cgcs.c.u-tokyo.ac.jp/tlp/）

●  PDFフルバージョンでは、「英語が面白いと感
じたとき」、「グノーブルの先生」、「グノーブル
の環境」もお読みいただけます。
 www.gnoble.com/gnolet19/

＊新高１生対象の春期講習。

安彦 賢さん（文Ⅲ・麻布）

小田 麻優子さん（文Ⅰ・鷗友学園女子）

柴田 菜々子さん（文Ⅱ・光塩女子学院）
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で、前から読むのが自然とできるよ
うになっていました。これが威力を
発揮したのは、英文が難しくなった
ときです。どんな英文でも速く読め
るのです。
　あるとき、「どうしてそんなに速
く読めるの？」と友人に聞かれたの
で、私は逆に彼女の読み方を教えて
もらいました。彼女は、英文をス
ラッシュで区切って、SV などと書
き込みながら読んでいたのです。
安彦：中２の夏頃まで英語が本当に
できなくて、簡単な文章ですら解釈
ができませんでした。その頃は、並
んでいる英単語をどの順番で読めば
いいか全然分からなかったんです。
　でも、グノに通い始めて、英単語
の順番を入れ替える必要なんてなく
て、ただ順番に読めばいいのだと教
わりました。きれいな日本語に直し
ていかなくても前から読めば意味は
とれます。そのやり方で音読を続け
ていたら、読むスピードもどんどん
アップしました。
村山：グノの授業ではたくさんの英
文を読んで演習します。内容が新鮮
なうちに解説を受けられるので、私
たちの理解が早いし、先生も私たち
のことをよく知っていてくださるの

で解説に無駄がありません。結果と
して、１回の授業でものすごい量の
英文を効率よく扱います。
　同じ量の英文を自分一人で読んで
理解しようとするととても大変です。
それは過去問演習をしていて気がつ
きました。過去問を自分で読んで、
分からないところは解説や全訳を読
んで理解する、という作業はとても
時間がかかるし、あまり楽しくあり
ません。
　こうした負担を軽減できるという
意味でも、楽しく受けられるという
意味でも、グノの授業はすごいと思
いました。
安彦：語源やその語のイメージを意
識した単語の覚え方にも魅力を感じ
ます。グノでは、「単語帳を使わなく
ていい」と先生に言われます。日本
語との対応に縛られ過ぎるからむし
ろ使わない方がいいとさえ言われま
す。僕も実際使っていませんでした。
その代わり、高校の頃から語源ノー
トを自分で作り始めて、それを入試
まで使い続けました。
　語源ノートのメリットは、覚えや
すいことに加えて、楽しいことにあ
ります。単語は語源の組み合わせな
ので、それを知ることで興味が湧い
てきて、「英語は面白い」と実感でき
るのです。中心の語源から語彙がど
んどん増えていって、「こんな単語
があったんだ」という感動を何度も
味わいました。多義的な単語の場合
も、その語源から意味が派生してい
て、それをたどっていくのも興味が
つきません。
　グノのお陰で英語への向き合い方
が変わり、楽しく勉強しながら本当
に得意になっていきました。
中川：語源から単語を覚えるのは斬
新でした。私も単語帳を使いません
でした。単語の語源を理解すれば、
無理して覚えなくても、いくつもの
単語がすっと自分の中に入ってきま
す。

　接頭辞や語根を自然に意識できる
ようになったので、単語一つひとつ
に、なんだか個性的な顔があるよう
に見えて、似た顔の単語から意味を
推測することもできるようになりま
した。
　英検の勉強をするときも、対策用
の単語集で難しい単語を覚えていく
作業はやる気がしなくて、そのまま
で本番に臨みましたが、グノでやっ
てきた勉強でちゃんと対応できまし
た。
堀：確かに市販の単語帳を使わない
メリットは大きかったです。勉強嫌
いにならなくてすみますし、その時
間を他のことに回せます。英語だけ
でなく古文でも、グノの人たちは単
語帳を使っていません。
　学校の友人たちは単語帳を必死に
暗記していました。彼女たちは「グ
ノの人は誰一人単語帳を持っていな
くて怖い」と言っていました。
　単語帳を使わないことに対して、
私は楽観的なので不安を感じません
でした。「グノの先生が大丈夫と言
うから大丈夫」と思っていました。
村山：もともと暗記は嫌いではあり
ませんでしたが、英単語は別でした。
学校の単語テストでは、英単語と一

番上の意味をひたすら覚えて乗り
切っていました。そんな単純作業に
うんざりしていたので、グノの単語
の覚え方のお陰で気持ちが楽になり
ました。
　語源を知らないとスペルと発音と
日本語の意味をそれぞれ全部覚えな
ければなりません。１つの単語に５
個以上も意味があると、膨大な量の
暗記が必要です。でも、語源とかイ
メージを意識すれば、「英語の考え
方だとこうなるから、１つの単語か
らいくつもの意味が派生するんだ
な」と理解できて、無理に覚えよう
としなくても自然と意味を把握でき
ます。

英語力の伸びと音読

小田：帰国生として英語に慣れてい
るとはいえ、内容が深くて複雑なこ
とが書かれている英文まで始めから
分かるわけではありません。英語の
力が伸びたのは、授業の解説を聞い
て理解できている英文の音読に毎日
取り組んでいたからだと思います。
　１日の量は決めていて、朝起きて
すぐに音読しました。勉強の合間の
時間も利用しました。難しい英文で
も何度も音読していると、読みなが
ら「きちんと理解できているな」と
思えるようになります。その積み重
ねが実力として積み上がったのだと
思います。
柴田：私は、グノ入塾直後すぐに英
語を読めるようになりました。学校
で GTEC というテストを毎年受け
ますが、そのスコアが高１から高２
までにめちゃくちゃ伸びました。模
試や学校の試験でも、面白いように
英語が分かるようになりました。
　私が取り組んでいたのも音読だけ
です。音読さえしていれば、長文は
速く読めるようになるし、リスニン
グもできるようになります。特別に

リスニング対策をしたわけでもあり
ませんでした。音読をしていると英
語力が全般的に伸びると思います。
　音読を続けていると、英文が頭に
すっと入ってきて、「この英文は自
分になじんできたな」と思える瞬間
が訪れます。それがうれしくて、音
読は大好きでした。
　他の勉強をするときも、いきなり
カリカリ問題を解く前に、音読で気
合いを入れていました。音読をやる
と勉強スイッチが入る感じでした。
堀：高１のときには、学校の英語の
テスト対策として、知識的なことは
暗記して、大事そうな英文を覚える
ために、ノートに英文と和訳を対応
させて書いていましたが、音読はし
ていませんでした。高２になってか
ら、「そうだ。学校の教科書もやっぱ
り音読しよう」と思って音読を始め
たら、書く勉強よりも全然時間が短
くなったのに英語の成績がかなり上
がって、「音読はすごい」と感動しま
した。

　書く勉強だと、がんばって意識を
集中して覚えても忘れやすいし、頭
の中にあまり染み込まない感じです。
一方、音読は、口で言ったことを耳

も頭も勝手に覚えてくれる感じです。
潜在意識にまで働きかける勉強法な
のかもしれません、私の個人的な感
想ですけど（笑）。
安彦：僕の場合は、特に英語が伸び
たと実感したのは高２の秋以降でし
た。
　高２の夏に、シンガポールで開催
されるサミットみたいなイベントに
参加しました。そこでは各国から集
まった人たちと議論するのですが、
僕は思うように英語を喋れず、聞き
取りにも苦労しました。「グノに
通っているのに英語がヤバイ！」と
危機感を抱いて、帰国後から本気を
出して音読に力を入れるようになり
ました。集中的に１日３､ ４時間音
読することもあって、とにかく英文
を覚えてしまうくらいまで読み込み
ました。そうしたら、自然と英語が
できるようになって、新たな自分に
生まれ変わったような感じになりま
した。
中川：１番伸びたのは高３の夏休み
と直前期でした。学校の授業がない
ときには、自分で勉強する時間が多
く取れます。GSL ＊を使って本格的
に音読していましたが、朝に読んだ
英文が、寝る前に頭の中で再生され
る経験もよくしていました（笑）。
　直前期には、英語の勉強としては、
ほとんど音読しかしていません。グ
ノレットや合格体験記にも「音読が
いい」と書いてあるので、「グノを信
じよう」と腹をくくりました。そう
したら、結果もついてきました。音
読は読解だけじゃなくて、リスニン
グや英作にも効果があります。後輩
の人たちも音読を信じて大丈夫です。
村山：私も高３の夏に伸びました。
高１からグノに通って音読をしては
いましたが、飛躍的に伸びた感じは
ありませんでした。高３の授業では、
扱う英文が難しくなって、きちんと
音読しているはずなのに英文が読め
なくて困りました。このとき、自分

＊ Gnoble Sound Laboratory：中１から高３までの６学年すべてにオリジナルの英語音声教材を用意しています。

堀 雅さん（文Ⅲ・桜蔭）

村山 莉咲さん（文Ⅲ・吉祥女子）

中川 唯さん（文Ⅱ・日比谷）
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のどこがいけないのかを振り返って、
音読のやり方に問題があることに気
づきました。
　私は、スラスラ読めることだけを
目的に音読していましたが、英文の
構成や内容への意識がほとんどあり
ませんでした。その後、黙読で英文
の細部や全体像を確認してから音読
するようにしました。このやり方に
は効果が実感できました。模試の成
績も上がりました。
　音読するときは、どうしても口に
出さなければならないので、そちら
に意識が向いてしまいます。だから
こそ、音読の前に黙読して、理解を
深めておくのが有効だと思います。
理解があいまいなまま音読をしても、
ただ上手に声に出しているだけの自
己満足に陥ります。

グノーブルの数学

堀：纓
お

田
だ

先生は本当に優しくて、い
つも楽しい授業でした。中３の冬期
講習で初めて出会ってから高１まで、
纓田先生の授業が大好きでした。
　長澤先生の授業は高２の春期講習
からでしたが、実は、長澤先生の良
さが分かるのには少し時間がかかり
ました。初対面のときにはちょっと
恐い先生だと感じて、「グノの数学
を続けるのは無理かも」と思ってし

まいました。それでも、「グノの先生
なんだから待ってみよう」と思って
即断することは避けました。
　通常授業になると、板書のすごさ
に感動させられましたし、印象も恐
い先生から、優しい先生に変わり、
最後まで信頼してついていこうと思
えるようになりました。
　先生方からすると楽しい授業を提
供する中学生と、自主的な姿勢を促
す受験生とで、接し方を変えていた
のかもしれません。今振り返れば、
成長には厳しさも必要だったと分か
ります。
安彦：僕は中学３年から受講しまし
た。中３と高１のときに教えてくだ
さった纓田先生は、やはりとても優
しくて、楽しく勉強させていただき
ました。
　高２から長澤先生になって、数学
の授業の雰囲気が大きく変わりまし
た。最初は、僕も「新タイプのグノ
の先生現る」と思いました。すぐに
は近寄れない感じがあったからです。
でも、しばらくすると、長澤先生も
本当に生徒思いだということと、す
ごい先生だということが分かってき
ました。
　最初の数か月、先生は日本語でど
んどん板書していきます。それを僕
たちはノートに書き写していきます。
週を追うごとに、ノートがどんどん
充実していきました。
　数学においては論理化ということ
が大切です。数学が超得意な人は言
語を使わなくても数学の世界を概念
化できて、客観的な思考ができるの
かもしれません。でも、それができ
ない人にとって言語化することはも
のすごいメリットがあります。単元
と単元がつながって、全体が有機的
に結びつきます。言葉で数学を捉え
ていくことで、やみくもに問題に取
り組む徒労から脱却できます。
　「数学でこんな授業は初めてだ！」
と思いました。グノに来て、英語で

も革命的な指導に出会ったのですが、
数学でも革命が起こりました。
　それまで数学の勉強といえば、演
習と答え合わせをして、できなかっ
た問題を教えてもらって、解き方を
覚えるだけでした。
　長澤先生の授業では、もっと根本
的なことを学べました。数学の全体
像がつかめ、論理を駆使する面白さ
を実感できるようになりました。目
の前の問題にただ対処していく姿勢
から、俯瞰的に戦略を考えられる姿
勢に変わりました。
村山：私は越川先生に教わっていま
したが、やはり、問題に対する姿勢
はグノに来て随分変わりました。

　それまでは、ただ問題集を解いて
いて、新しい問題に出会うと、それ
までに見たことのある類似問題を頭
の中で探して、そのときの解き方で
解こうとしていただけでした。
　グノの授業では、類似問題と同じ
ように解くのではなく、きちんと考
えて解くということを学べました。
　そのときの武器はやはり言語化で
した。以前は、数学というと、文字
や不思議な決まり事が多くて嫌いで
した。でも、それらを日本語にして、
自分にとって分かりやすいように理
解できれば、見たことのない問題で
も、解き方の方針を自分で判断して

解けるようになりました。
　最後まで、他の科目に比べれば、
数学は得意科目とは言えませんでし
たが、グノに来てから、数学におい
ても大きく成長できたと思います。
　それには、セルフチェックシート
もとても役立ちました。最初の頃は
どの問題も×ばかりで、「自分の残
念な思考回路を書いて提出したとこ
ろで何か意味があるかな？」と思っ
ていました。でも、自分の成長の軌
跡を記録して先生に見ていただくこ
とは、思った以上に効果がありまし
た。間違いだと思っていたことも、
正解にたどり着くための考えとして
は正しかったとか、最後の１つを思
いつかなかっただけだったとか。こ
れが意外と励みになりました。
堀：セルフチェックシートのお陰だ
とまず実感できたのは、「解けない
ときには、自分がやっていることが
よく分かっていない」ということで
した。とりあえず手を動かしている
だけだったんです。
　次に分かったのは、「だいたい同
じところでつまずいている」という
ことでした。全然学習できていない
ということに気づかされました。
安彦：セルフチェックシートがな
かったら、ただ問題を解くだけに
なっていたでしょうね。間違った問
題があっても、答えを見て「簡単じゃ

ん！何でできなかったんだろう？」
と軽く考えて、それ以上の成長はな
かったと思います。
　セルフチェックシートには、自分
の思考の過程を言語化して書いてい
きます。書くことによって初めて、
課題が明確になり、成長の軌跡とい
うより、いかに成長していないかが
はっきりします。
　最初の頃は全然書けなかったセル
フチェックシートですが、４、５か
月後には、びっちり書いて欄が足り
なくなるくらいでした。
　あと、長澤先生に勧められて始め
たことですが、高３になる前に自分
で作った解法ノートは役立ちました。
前期の板書ノートを参考にしながら、
自分の武器一覧を言語化してノート
にまとめていくんです。この作業を
通して、まず、自分の武器である解
法が体に染み込んでいきます。その
武器を軸に問題演習をしていくと、
解法を完全に使えるようになります。
堀：私は、抽象化や言語化が本当に
苦手でどうしようもなかったので、
長澤先生に相談に行きました。そう
したら、「具体例でもいいからまと
めなさい」とアドバイスされたので、

「円を見たら中心を描く」とか、「円
を見たら接点」などの具体例をまと
めていました。

グノーブルの国語

柴田：高１で古文、夏期講習で漢文
を受講しました。高２、高３では演
習しかしなくていいくらいに高１で
ものすごく伸びました。特に漢文は
４日間だけでしたが、講習前までは
何だかよく分からなかった科目なの
に、講習後は「漢文が読める」とい
う状態になりました。実際、セン
ター試験の漢文を読んでもほぼ満点
を取れるレベルになりました。
　担当の吉田先生がとても良かった

です。お話がスーッと体に入ってく
るし、プリントも先生の手作りでし
た。市販の漢文の参考書には、実際
の入試で出ない情報も載っています。
吉田先生の授業には一切の無駄がな
く、頻出の漢字をたくさん教えてい
ただきました。基本の句形をまとめ
たプリントが配布されて、それを何
度も復習するだけで力がつきました。
中川：高１の夏に漢文、高２で古文、
高３は小タームごとに東大国語を受
講しました。
　古文と漢文の授業では、単語を語
源から教えてくださるだけでなく、
関連したお話も交えてくださいまし
た。先生のことが好きで、授業に行
くのが楽しくて、ただ楽しんでいた
ら古文が読めるようになっていまし
た。

　現代文の授業では、春期講習で解
き方を一通り教えていただいて、そ
の後は実践的に過去問を解いていき
ました。英語と同じで、関連する話
題も取り上げられたので、文章から
もいろいろ学べました。
堀：私も高１で古文を受講しました。
皆さんの言っている通り、本当に楽
しい授業で、楽しく通っているうち
に、古文が得意になりました。
　高２では、学校で『源氏物語』を
読みましたが、「難しい」と言われて安彦 賢さん（文Ⅲ・麻布）

小田 麻優子さん（文Ⅰ・鷗友学園女子）

柴田 菜々子さん（文Ⅱ・光塩女子学院）

中川 唯さん（文Ⅱ・日比谷）
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いる割に理解できて、グノ効果を実
感しました。それに余裕も生まれま
した。古文に関しては、学校の授業
を聞き逃しても理解できなくなるこ
とがなくなり、定期テスト前も焦ら
なくて済みました。
　また高２、高３では、学校で古文
の単語テストが実施されました。そ
のとき、グノの古文を受けていた人
たちは、英単語と同じで語源やイ
メージを大切にした覚え方をしてい
たので、単語帳を改めて勉強しなく
てもテストをクリアしていました。
安彦：僕は、高２の冬に、古文の対
策をしていない人向けの講座を受講
しました。それまで古文や漢文の対
策を全くしていませんでしたが、吉
田先生のお陰で短期で大きく成長で
きました。高３では東大国語も受講
しました。
　グノの授業はすべてアットホーム
ですが、その中でも国語は特にアッ
トホームでした。教室も小さかった
ので、先生との距離が近くて授業の
雰囲気も温かいものでした。

村山：私も、古文の授業をとったの
は高２でした。高３では、東大国語
の現代文を受講しました。
　高２の最初の頃は、古文は「とり
あえず解けるようにしなければなら
ない」という対象でした。でも、授

業を受けたら面白くて、「古文は、理
解できるとこんなに面白いんだ！」
と感動しました。もちろん難しい文
章は難しいです。それでも楽しく学
び続けることができて、難しい文章
にも慣れていきました。「こんなに
ややこしい問題でも解けるんだ」と
いう手応えがうれしかったです。

後輩へのアドバイス

小田：グノのやり方を信じて勉強し
てほしいと思います。私は、低迷状
態が続いてしまったときにも、普段
から先生に言われていたことができ
ていなくて、なかなか抜け出せない
でいたことがありました。自信を持
つことは大切ですが、グノの先生の
おっしゃることを信じる素直さも大
切だと思います。
堀：グノの先生のおっしゃることを
やらないでいると、勉強のやり方に
発展性が生まれないと思います。先
生のアドバイスには、「そんなので
きないよ」と思ってもまずは従って
みることです。想像もできなかった
効果が分かったり、これまでのやり
方に工夫が加わって勉強の仕方がう
まくなったり、苦手なことが克服で
きるようになります。
柴田：グノの先生と教材は最高です。
グノの先生は誠実な方ばかりなので、
先生がおっしゃることを信じてつい
ていけば、結果はついてきます。そ
のときに、ただ「ハイハイ」とつい
ていくのではなくて、先生の言葉の
意図や理由を考えていく姿勢は大切
だと思います。
中川：私の場合、受験期は精神的に
きつい思いをしました。学校もなく
て家で一人きりで勉強するのはかな
り大変でした。試験本番も自分一人
の戦いですが、グノで培った実力と
自分を信じて健闘してほしいと思い
ます。

安彦：僕自身は、夏以降失速して勉
強できない時期が続いてしまいまし
た。夏までは１日に十数時間勉強し
ていたのに、悪循環にはまってしま
いました。そうはならないように、
長期的に１年間を捉えて、勉強のリ
ズムを崩さずに勉強を継続していく
のがいいと思います。
　ただ、勉強のリズムが崩れた僕に
関して言うと、グノの授業は休まず
に通い、授業は楽しもうとしていた
ので、そこで何とか態勢を保てたと
いうことは言えます。
村山：グノは教材や授業が充実して
いて、復習する量が多いです。だか
ら、他の友達が使っている問題集に
安易に手を出すと消化不良を起こし
ます。余計なものに手を出さず、グ
ノの教材を自分のものにしていくこ
とが大切です。
　それから、センター試験後に受け
た私大に合格した場合、安心感で国
立へのモチベーションが下がってし
まうこともあるかもしれません。余
計なことは考えないで、グノの英文
を音読するなど、これまでの勉強の
習慣をそのまま続けたり、その時に
やるべきことを集中して淡々とこな
すのがいいと思います。
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入塾のきっかけ

三上：中学生の頃は他塾の英語に
通っていましたが、「このままでは
伸びない」と思い、高１からは塾を
変えようと考えていました。グノを
勧めてくれたのは父です。さまざま
な情報を父なりに分析して、大学受
験とその先のことを視野に入れ、

「確実に英語を伸ばせる塾」として
選んでくれたのがグノでした。
　説明会に参加してみたら、先生方
のお話に「面白そうだな」と僕も興
味が湧いて、英語と古文で入塾しま
した。
古川：「英語は早めに塾に入らない
といけない」と思い、中３の初めに
塾を探しました。周りの人たちに塾
のテキストを見せてもらいました。
グノの教材はクリーム色の冊子で、
薄くて背表紙もないし、フォントも
堅苦しくなく、厳しくなさそうな第
一印象が良かったんです。他塾のこ
とも気にはなりましたが、まだ４年
あって余裕もあるからと思いグノに
入ってみたら、結局気に入って最後
までお世話になりました。
邢：もともと学校の授業についてい
けないくらい英語が苦手だったので、
高１から他の塾に通っていました。

家から近いという理由で選んだ塾で
したが、高２になったとき、そこの
授業が面白くなくて、塾に行くのが
嫌になってしまい、転塾を考えまし
た。

　兄＊もグノを勧めてくれましたし、
英語がよくできる学校の友達もグノ
に通っていると知って、「グノに通
えばできるようになるのかな」と思
うようになり、グノに入ることを決
意しました。高２の秋のことでした。
東野：僕も高校２年からです。きっ

かけは、「いい英語の塾に通いたい」
と思ったことです。仲のいい友達数
人がグノに通っていましたし、イン
ターネットで調べたら、生徒と先生
方の距離感が僕に合いそうだったの
で、説明会に参加したところ、ここ
なら大丈夫だと思ってそのまま入塾
しました。
　説明会で古文の重要性にも気づか
され、古文も受講することにしまし
た。グノの環境が気に入ったので、
その後、数学と物理も受講しました。
谷山：私は中１から英語と数学でお
世話になりました。小学生の時に英
会話に通っていたため英語を感覚的
に捉えてしまう傾向があり、それを
心配した母がいろいろな塾を検討し
て英語に強いグノを勧めてくれまし
た。
　数学も受講してみたらとても気に
入って、「すごく楽しかったから」と
親に頼んで受講することにしました。

グノーブルの英語

邢：グノに転塾してからは、授業が
面白くて感動しました。まずは毎回
配付される英文の教材が新鮮で、内
容も面白いことに驚きました。先生

ー Part １ー
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グノには、面白い英文をたくさん読む中で、言葉の持つ意味を掘り下げながら、
自然と語彙を増やしていける独自の仕組みがあります。
加えて、授業がとてつもなく濃密でした。 三上 玄さん（理Ⅰ・早稲田）
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に当ててもらえるので、こちらのや
る気も湧きますし、先生と生徒がや
り取りしながら授業は進んでいくの
で退屈しません。
東野：先生とのやり取りがあるのは、
確かに良かったです。授業に主体的
に取り組めるし、第一眠くなりませ
ん。英語の授業は、先生から生徒に
対して一方的に叩きこまれる印象が
ありましたけど、グノの授業は全然
違います。
　先生が面白い英文を用意してくだ
さって、僕たちがその場でそれを演
習して、答案をすぐに先生が添削し
てくださって、それを踏まえての解
説が始まり、解説のときにも先生が
当ててくださってと、グノの授業は
常に双方向のやり取りがあって新鮮
でした。
谷山：他塾で英語を習ったことがな
いのですが、友人の話を聞く限り、
最初に数か月分のテキストを渡され
て、宿題の答え合わせと解説を受け
るのが他塾の印象です。一方グノは、
毎回の授業で演習、直後に添削、そ
して詳しい解説というライブ感のあ
る授業です。当然グノの方がモチ
ベーションを保ちやすいと思います。
　英文の内容も、先生が私たちの興

味を惹く題材を選んでくださって、
その時々の旬の話題も多くありまし
た。英語を学びながら英語以外の知
識を身につけられたことはとても有
意義でした。
邢：僕が前に通っていた塾も予習型
で、事前に配付されたテキストを授
業前に解いてくる授業スタイルでし
た。グノの授業は、その場で演習し
てすぐに解説を聞けます。分からな
かったところが頭の中に残ったまま
すぐに解説が聞けると納得しやすい
ですし、理解も深まりました。
谷山：他の塾との違いといえば添削
です。グノでは毎回の授業で、答案
を提出してすぐ添削されたものが返
却されて、その場で解説を受けられ
ます。そういう授業は他の塾では聞
いたことがありません。
三上：毎回添削があって、答案がそ
の場で返却されると、コメントから
も点数からもそのときの自分の位置
や課題がはっきり分かります。いい
ときには励まされるし、悪いときに
も課題がその場ではっきり分かるの
でモチベーションが高まります。
ちゃんと先生に見ていただけている
安心感もあります。
　加えて、授業がとてつもなく濃密
でした。演習中は気を抜けないし、
解説の時間も聞き逃さないように集
中するので、時間を有効活用できま
す。
古川：授業の内容面でいえば、グノ
は単語の語源を重要視します。その
ため、単語のイメージがつかめて、
いくつもの単語が有機的につながっ
ていきます。
谷山：市販の単語帳を使わないのも
グノの特徴でした。他塾に通う周り
の人たちは単語帳を暗記していて、
私も「単語帳をやらなければならな
いのかな？」と思ったこともありま
す。
　でも、グノの授業では語源を説明
してくださるので、授業中に先生が

解説されたことや自分でメモしたこ
となどを毎回復習すれば大丈夫でし
た。本屋で単語帳を眺めても、分か
らない単語がそれほど多くなかった
ので、最後まで単語帳を開くことは
ありませんでした。

東野：僕も単語帳をやらないことに
不安を持った時期がありました。

「授業で扱う英文に出てくる単語だ
けだと漏れがあるんじゃないか？」
という不安です。
　実際、英文を読んでいて知らない
単語に出くわすことはよくあって、
辞書的な定義としての日本語が出て
こないと不安につながります。でも、
大切なのは、そういう単語でも語根
や接頭辞、接尾辞などで大体の意味
がつかめたり、文脈から推測できた
りすることです。
　結局、単語帳をやらないまま東大
を受験しましたが、入試が終わった
今となっては、やらなかったことに
問題がなかったどころか、メリット
の方が大きかったと実感しています。
三上：他塾の友達は、塾の方針で単
語帳を覚えさせられますよね。彼ら
を見ていたら「自分も同じ単語帳を
やるべきなのかな？」という不安に

●  PDFフルバージョンでは、「グノーブルの評判」、
「英語が伸びた時期」、「グノーブルと英会話」も
お読みいただけます。
 www.gnoble.com/gnolet19/

邢 明吉さん（理Ⅰ・武蔵）

谷山 響さん（理Ⅱ・女子学院）

東野 昌伸さん（理Ⅰ・麻布）

1716

東
京
大
学 

理
系 

Part

❶

17



駆られて、３日間くらい単語帳を暗
記しようとしたことがありました。
でも、あまりにもつまらなくてやめ
てしまいました。
　それでも模試の結果は友人よりも
良かったので二度と単語帳を開くこ
とはありませんでした。単語の丸暗
記は英語の勉強をつまらなくしてい
る最大の原因だと思います。その点
グノには、面白い英文をたくさん読
む中で、言葉の持つ意味を掘り下げ
ながら自然と語彙を増やしていける
独自の仕組みがあります。
古川：僕の周りでも全員単語帳を
やっていました。僕自身はそこまで
単語の暗記に固執する必要性を感じ
ませんでした。グノの授業を通して、
英文の中でその言葉の意味を押さえ
ていくことや、英文のリズムや流れ
をつかんでいくことの方がはるかに
大切だと思っていたので、その時間
を音読に回していました。そのやり
方で模試でも困ったことはありませ
んでした。

　グノで重視している音読の効果が
分からなくて、単語帳の暗記に力を
使う人がいるのだと思います。僕自
身は、ちゃんと音読を継続していれ

ばいかに英文をスラスラ読めるかと
いう音読効果に驚かされた経験が
あったので、グノのやり方を信じて
続けていました。
谷山：他塾の人たちは、音読するよ
りも、英文に文構造を書き込むこと
に一生懸命でした。いろんな括弧を
使い分けて書き込んでいく作業は私
にはできませんでした。でも、音読
をしていれば、そんな作業をしなく
ても英文の内容をすばやく把握でき
るようになっていくので問題ありま
せんでした。

英語の勉強法

三上：とにかく毎日音読することで
す。夜に音読しようとすると、その
日のスケジュールによってできたり
できなかったりします。だから、僕
は、毎朝起きる時間を 30 分早めに
して、学校に行く前の時間に、リス
ニングと音読をしていました。
古川：僕は逆に、夜を勉強時間に充
てていました。あまり寝つきが良く
なかったので、寝る前にリスニング
をしながらシャドーイングをして、
いつのまにか寝ている、というパ
ターンが多かったです（笑）。
谷山：私も毎日やりました。英語に
１日でも触れないと感覚が鈍るんで
す。部活の合宿などで触れられない
日があると、「やっておけば良かっ
た」という気持ちになります。
　だから、どんな勉強でもいいから、
１日１回は必ず英語をやっていまし
た。「今日は英作文をやろう」とか

「今日はリスニングをやろう」とか、
１日で全分野をやろうとせずに、で
きる範囲で継続しました。
邢：僕も毎日英語の勉強に取り組ん
でいました。特に力を入れていたの
はリスニングです。頭の中で内容を
イメージしながら聞くと、英文を前
から読む力もリスニング力と一緒に

鍛えられます。これを続けていった
結果、長文もスラスラ読めるように
なりました。
東野：皆さんとは違って、僕は短期
集中でガーッとやるのが合っていま
した。１日中日本語を一切聞かない
くらいの勢いで英語を詰めたことが
あって、それで道が開けました。

グノーブルの数学

谷山：中１から纓
お

田
だ

先生に教えてい
ただきました。問題を解けたら手を
挙げて、先生に見せる、という授業
スタイルでした。自分が解けるだけ
でなく、周りがどれだけできるかも
分かって、それがいい刺激になりま
した。周りができていて自分ができ
ていないときは「他の人が解けるん
だから自分もがんばらなきゃ！」と。
　私はもともと算数が好きだったの
で数学も好きでした。そして、何よ
りも纓田先生のお人柄に惹かれまし
た。纓田先生の授業はとてもたのし
くて、数学が好きでない人も好きに
させてくれます。そして、「こういう
ふうに解かなければダメ」とはおっ
しゃらず、私が別の解き方をしても

「こういう解き方もあるんだ！すご
いね！」と褒めてくださいます。温
かくて優しい先生に教わったことで、
数学をますます好きになりました。
東野：僕は高３の春から数学を受講
しました。最初の頃は「数学ができ
る」と思い込んでいて、高１までに
高校数学を終わらせておいて「これ
でいける」と信じていました。受験
学年に入ったとき、「アウトプット
してみよう」と思ったらアウトプッ
ト力が全くないことに気づいたので
す。以前に勉強した分野も定着して
いないことに気づいて焦りました。
　グノに入って、よくここまで伸び
たなと思えるぐらい、長澤先生と林
先生に叩き直していただきました。
　以前は、新しいことを学んでそれ
が使える問題だけを解いて次の問題
に進む、という浅い勉強をしていた
のです。そのため、解法がバラバラ
で体系的に整理されておらず、パッ
と問題を渡されたときに、どの分野
のどの解法を使えばいいのかが分か
らない状態でした。

　グノの数学で印象的だったのはセ
ルフチェックシートです。このシー
トには大きな効果がありますが、出
発点は自分の無力さと向き合えると
ころです（笑）。やるべきことが多い
中で自分がどこに位置しているかも
気づけました。

　解けなかった問題を振り返る機会
を与えてくれたのもこのシートです。
検証しなければ失敗は繰り返すだけ
です。敗因を分析して記録を残すと、
同じミスを繰り返さないようになり
ます。ただ量をこなすのとは違った
質の良さがありました。
谷山：セルフチェックシートがない
と、問題を解き散らかす状態になっ
てしまいます。セルフチェックシー
トを書くのには、それなりに時間を
取られますが、その分、自分を客観
的に見ることができました。「何が
できないのか」、「できるようにする
ためにどうすればいいのか」を考え
ることができて効果的でした。
　自分のことを少し高い視点から見
られるようになったお陰で戦略的に
数学と向き合えるようになったと思
います。
東野：確かに、問題を解くことより
も、セルフチェックシートを書くこ
との方に時間がかかりました。でも、
表に出ている問題と、それとつな
がっている自分の潜在的な問題点が
少しずつ見えてくる時間でもあった
ので、とても有意義でした。
　こうした自己分析を通して解法の
引き出しが少しずつ増えて、解ける
問題の種類も増えていきました。直
前期にはテスト演習の点数にも成果
が表れてきました。

グノーブルの国語

三上：高１で古文を受講しました。
学校だけだと、まず扱う量が不足す
ると思います。グノの授業では、古
文に触れる量が多かったので、それ
だけでも力がつきました。
　古文単語についても、英語と同じ
く語源から教えていただけたので、
記憶に残りやすかったです。添削も
充実していました。
東野：高２で参加したグノの説明会
で、吉田先生が古文の重要性を熱く
語っていらっしゃいました。高３で
は数学や理科に全力を注ぐ必要があ
るから、国語は固められるときに固
めておくべきだ、というお話でした。
その話には説得力があって、それま
で全く受ける気はありませんでした
が、古文を受講することにしました。
　実は、学校で中２から古文を３年
間やってきて、落ちこぼれのような
状態になっていたんです。ところが、
グノで高２の１年間古文を勉強した
だけですが、全く点が取れなかった
古文が得意科目になって、受験のと
きにも、「古文で得点できる」という
精神的な安定が得られました。古文
の配点は大きくはないかもしれませ
んが、入試全体を考えると大きなア
ドバンテージになったと思います。

古川 倫千さん（理Ⅱ・開成）

三上 玄さん（理Ⅰ・早稲田）

谷山 響さん（理Ⅱ・女子学院）

邢 明吉さん（理Ⅰ・武蔵）

東野 昌伸さん（理Ⅰ・麻布）
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グノーブルの物理

東野：グノの物理は非常に良かった
です。クラスのアットホームな雰囲
気に加えて、カリキュラムがだいぶ
特徴的でした。普通の物理の授業と
違って、実験装置の絵を見ながら歴
史で物理を紐解いていくという姿勢
が面白かったですね。僕は化学部で
それまで化学が好きでしたが、それ
以上とも言えるぐらいに物理が好き
になりました。
　授業は高３夏まで講義ベースでし
た。要所要所で取り組むべき計算が
ありましたが、その計算も無駄な計
算でなく、歴史的に意味のある計算
ばかりでした。講義を聞いているだ
けで成績が上がっていったので、受
験勉強らしい物理でなかったにもか
かわらず、不安は一切ありませんで
した。

グノーブルの先生

邢：グノの先生方はとてもフレンド
リーでした。僕たちのことを名前で
呼んでくださいますし、廊下ですれ
違ったときも、どの先生も挨拶をし
てくださいます。そうすると、僕た
ちの方も先生方に親近感が湧いて、
先生と生徒の距離が近くなります。
古川：他の塾だと教えている指導歴

が長い先生は、生徒との距離がだん
だん離れていきます。逆に、生徒と
の距離が近いのは、大学生だったり
経験の浅い先生だったりします。
　グノは、経験の深い先生方であっ
ても生徒との距離が近いです。それ
はかなりうれしかったところです。
三上：先生と生徒との距離が近いと
いうのは、２人の言う通りです。授
業後に質問しに行っても気さくに答
えてくださるので、疑問をすぐに解
決できました。
谷山：私は中１からグノにお世話に
なっていて、どの先生も生徒への姿
勢が変わらないことを素晴らしいと
思っていました。どの先生もとても
親身で、困ったときには勉強法につ
いて的確なアドバイスをしていただ
けました。
　クラスが落ちて「自分ではどうに
もならない」と思ったとき、清水先
生に相談したことがありました。清
水先生は「こうしなさい」と考えを
押し付けるのではなく、私のやって
きたことを肯定しながらアドバイス
をくださいました。私のことをよく
見てくださっているのが分かって、
だからこそ心に響くものがありまし
た。
東野：添削などを先生に直接渡せる
のも距離の近さでしたね。しかも、
受験直前期でも添削答案を早く返却
してくださって、先生方の熱意も伝
わってきました。生徒一人ひとりの
趣味や性格まで把握した上で指導し
てくださいました。集団指導なのに
個別指導みたいな雰囲気がありまし
た。
三上：グノの先生方は、話がとても
面白かったですね。設問の考え方や
答え方を解説するだけでなく、文章
の背景や奥にあるものも話してくだ
さいました。もともと、読みがいが
あったり、味わいがあったりする文
章を先生が選んでくださっていると
いうこともあると思います。お陰で、

文章自体にも興味が湧くし、授業を
思い出しながら楽しく復習できまし
た。勉強自体のモチベーションがと
ても上がりました。
古川：英語の解説が深くて面白いこ
とに留まりません。僕たちが狭い受
験の範囲の枠を超えていくことを先
生方は応援してくださっていて、そ
れは、授業で扱ういろんなジャンル
の英文にも表れていました。
　ときには、「もっと世界にアンテ
ナを張った方がいい」とか、「こうい
うことも想像力を働かせて考えてみ
るといいよ」などと先生方がおっ
しゃってくださるのも印象的でした。
精神的にも大人になってくると、扱
う英文の読み取りも深くなってます
ます面白さが増します。自分で気づ
くと、教えてもらってなるほどと思
えるのとは違う喜びがあります。そ
れを促してもらえるところにも、グ
ノが生徒の自主性を重んじている面
が表れていると思います。
　それから、グノの先生方の、生徒
に真剣に向かうという基本姿勢には
確固たるものがありました。どの先
生にもそれが共通していたので、こ
の塾を信じて懸命にがんばっていく
ことに、ぶれない安心感がありまし
た。

後輩へのアドバイス

谷山：スランプに陥るときがあって
も、絶対に最後まであきらめないで
ください。グノに通っていれば、頼
れる人はたくさんいます。普段教
わっていない先生でも、相談すれば
応えてくださいます。だから、一人
で抱え込まないで、頼れる人には
頼って、最後まで自分を信じて受験
を乗り切ってほしいと思います。
古川：確固たる自分を持って、自分
を信じられるようになっていかない
と、ぐらついてしまうことになりま
す。演習量でも何でもいいので、「こ

れだけは人に負けないぞ！」と思え
るものがあると、それが心の支えに
なって、受験に集中できると思いま
す。
東野：まず、グノから与えられた教
材をきちんと取り組んでいれば絶対
に実力アップにつながります。それ
から、ひとつやふたつできない科目
があっても、できる科目で点数を稼
げば入試では勝てます。確実にでき
る科目を築いていくことが大切です。
邢：英語に関しては、グノに通って
いるなら、毎回の授業で配付される
プリントを大事にしてください。プ
リントは、毎週先生が本気で選んで

くださったものです。生徒の方も、
本気で読み込んだり音読したりして
活用するべきです。先生方の熱意に
応え続ければ、絶対に実力がアップ
します。
三上：疑問があったら先生に質問す
べきですし、他の人が質問している
のを聞くのも勉強になります。「先
生がおっしゃっていることは全部聞
こう」という気持ちでいれば、先生
方からたくさんのことを吸収できま
す。グノの先生方を信用して最大限
活用する、という気持ちで臨んでほ
しいと思います。

入塾のきっかけ

遠藤：グノに入ったのは高２の冬期
講習からです。それ以前の１年間は
大手予備校に通っていましたが、１
回の授業で扱う英文の量が少なくて、

もっと英文をたくさん読める塾を探
し始めました。そんな頃、学校の合
格体験記で先輩がグノを高く評価し
ているのを見つけて、それがグノに
興味を持ったきっかけです。すでに
通っていた中塩君の話も聞いてみて、

入塾を決めました。
松井：私は高１の３学期から英語で
通い始めました。それまではずっと
習い事が忙しくて、学校との両立で
精いっぱいでした。高１の冬に習い
事を辞めて塾探しをしたとき、「英
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●  PDFフルバージョンでは、「英語が伸びた時期」、
「グノーブルのシステム」もお読みいただけます。
 www.gnoble.com/gnolet19/

古川 倫千さん（理Ⅱ・開成）

三上 玄さん（理Ⅰ・早稲田）
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語を英語として読む」というグノの
評判を聞いて、グノに興味を持ちま
した。グノに通っている友達からも
話を聞いて、他塾と比較検討した結
果、入塾することを決めました。

中塩：僕は、中１になる春のスター
トダッシュ講座＊から英語で通って
いました。姉が、塾に通わずにいた
ら英語が苦手になってしまって、
後々苦労していたんです。それを見
ていた母親がグノを見つけてきまし
た。語源から英単語を学ぶなどの方
針に共感したそうです。
　中１の頃、渋幕生は僕だけでした。
高２のあたりから増えました。グノ
について僕に聞いてくる友達がいま
したし、僕が勧誘して入塾した友達
もいます。他塾の英語に不満を持っ
ていた友達には、グノを強く勧めま
した。
松井：私がグノに通い始めた頃も、
渋幕のグノ生は３、４人くらいでし
たのでグノに関する評判もほとんど
ありませんでした。でも、中塩君が
言う通り、どんどんグノに通う人た
ちが増えて、「グノに通ったら英語
ができるようになる」という評判も
耳にするようになりました。私自身

もグノに通って成績が一気に上がっ
たので、グノについて聞かれること
もありました。
安達：僕は高校受験のときに通って
いた塾で春期講習の英語を受けてみ
ましたが、授業の内容に満足できま
せんでした。かといって高校に入学
して、学校の英語だけなのも不安で
した。
　それで、『高校への数学』の裏にグ
ノの広告が載っていて気になってい
たので夏期講習に参加してみたとこ
ろ、「ここの英語は楽しくて力がつ
く」と思えて通い続けることにしま
した。
佐藤：中３の夏に、「英語でどこか
の塾に入ろう」と思いました。「塾の
宿題が多くて終わらない」と皆が
言っているところは大変そうなので
候補から外しました。
　そんなとき、友達のお母さんが、
高校時代に中山先生に教わったとい
うことで、僕にグノを紹介してくれ
ました。僕自身はあまり塾について
調べたわけではなく、他塾との比較
もほとんどせずに、グノに入塾しま
した。
深田：僕は、高１まで塾に全く通わ
ず、数学は参考書で勉強していまし
た。高２の春になって、ベクトルが
自分では手に負えなくなったので、
ベクトルを教えてくれる塾を探しま
した。
　グノの春期講習にベクトルを速習
できる講座があったので、グノにつ
いてはよく知らないまま受講してみ
たところ、とても分かりやすかった
ので数学で入塾して、グノの雰囲気
や教え方が気に入って、その後、高
２の夏から物理と化学、高３の春か
ら英語も受講しました。

グノーブルの英語

遠藤：もともと通っていた予備校は
予習前提で、授業はその解説でした。
そういう授業スタイルだと、家で自
習するのとあまり変わりありません。
　グノの場合、授業は演習から始
まって、その場で解説も受けられる
という完結型なので、やる気も湧く
し、内容をしっかり消化できるので
ありがたかったです。宿題も授業で
扱った英文の音読が中心ですから、
机に向かう必要もなく、本当に机に
向かわないで復習を済ませていまし
た。
中塩：授業中に集中して取り組める
のがグノの授業ですし、極端に言う
と、授業に集中しているだけでも力
をつけられると思います。
　まず、グノの教室には、最初から
真剣に取り組む空気ができています。
授業最初の演習は添削対象だし、そ
の後の演習も、周りの空気が引き締
まっていますから、しっかり頭を
使って解いていました。
　そして、真剣に取り組めると課題
が浮き彫りになりますし、すぐにそ
の場で解説が始まるので、問題点が
腑に落ちるというか、印象深いもの

になります。
　グノの場合、解説が細かな単語や
文法事項に留まることは絶対にあり
ません。全体の流れや構成などの大
局的な面にも及ぶし、さらには背景
的なことまで先生が語ってくれるの
で、授業に出ているだけでも、知ら
ず知らずのうちに全体の流れをつか
みながら英文を読めるようになりま
した。
　僕はいつも一番前の席に座って、
先生を独占している気持ちになって
聞いていました（笑）。
佐藤：よく先生がおっしゃっていた
言葉の中に、「語学はスポーツや楽
器の練習に似ている」というのが
あって、授業で扱った英文を、何度
も何度も音読をして振り返れば、英
語力は伸ばせます。
　問題は、そのモチベーションをど
うやって上げるかですが、グノの授
業内添削、なかでも、要約の添削が
僕にとってモチベーションになりま
した。毎回つけられる点数に一喜一
憂しながらも、楽しく取り組めまし
た。
　点数がいいと「ここがこう読めて
いたからできたんだ！」とうれしく
なりましたし、悪いと「この英文は

読めなかった」という印象と一緒に
英文内容が頭に残ります。復習のと
きは、解説のメモを見直しながら理
解を深めて、懸命に音読していまし
た。
　先生に気軽に相談できたのもモチ
ベーションアップに役立ちました。
高２までの僕は要約の点数は常にボ
ロボロでした。高３のときにもスラ
ンプに陥ったことがありました。そ
れぞれの担当の先生に相談して考え
方や勉強法を見直しながら、レベル
アップにつなげることができました。
深田：受験直前期にも、「過去問ば
かり解くのではなく、今まで取り組
んできた、馴染みのある英文を読み
込んでください」と先生に言われて
いたのが印象的でした。このアドバ
イスがグノっぽくて良かったと思い
ます。
　確かに、過去問を解いていると、

「がんばっている」感が出ますが、実
際には身につくことがあまりありま
せん。東大模試を受けていれば最新
の出題傾向には対応できますし、過
去問はある程度遡ると傾向がガラッ
と変わっていて参考になりません。
だから、何年分も解く必要はないと
思います。僕も英語の過去問は１年
分しか解いていません。
　その代わり、今まで取り組んでき
た英文を使って知識を確認し、読み
込むことに力を入れました。この過
程を通して、英語感覚は研ぎ澄まさ
れます。読解力だけではなく、英作
力やリスニング力も鍛えられると思
います。
安達：英単語を語源から理解するの
もグノの英語の特徴です。これを初
めて知ったとき「なるほど！すご
い！」と感動しました。
　語源から単語を解説されると記憶
に残りやすいですし、その言葉のイ
メージもいっしょに持てるので、一
対一対応で応用の利かない丸暗記と
は全然違います。前置詞にしても

「to は矢印があって……」とか「of
はここからポコンと出ている感じ
で……」とか、そういうイメージを
教わったので、「空欄に前置詞を入
れよ」みたいな問題が出題されても
応用が利きました。
　何よりも、解説のときの先生の動
作が印象的でした。先生が体を使っ
て英単語の根本のイメージを表現さ
れるんです。take とか、uphold と
かを先生が体で表現していくのを見
ているだけで楽しいですし、英文を
読む際も、語順のまま生き生きと内
容をイメージしながら読んでいくの
にも活かせました。
　この感覚を意識しながら授業で
扱った英文の音読を繰り返すことで
英語力が上がったと思いますが、グ
ノで学べたのは、受験対策としての
英語というより、ネイティブ感覚に
近づくための英語でした。普通に英
語を読んだり書いたりできるように
なることを目指す授業だったとも言
えます。
松井：グノの教材は本当に知的で面
白いものが多かったです。時事ネタ
も豊富ですし、教科書ではとても出
会えない興味深いものばかりでした。
　そういう英文を自力で読んでも、

＊新中１生対象の講座（２～３月に開講）。

安達 充慶さん（理Ⅰ・筑波大学附属駒場）

遠藤 建さん（理Ⅱ・渋谷教育学園幕張） 佐藤 祐希さん（理Ⅰ・筑波大学附属駒場）

中塩 瞭さん（理Ⅱ・渋谷教育学園幕張）
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分からないところがたくさんありま
す。でも、先生が細かく解説してく
ださって、英文のバックグラウンド
も詳しくお話ししてくださるので、
そこから一気に理解が深まります。
その英文を家に持ち帰って復習して
いると、新たに分かってくることも
あって、心から楽しんで何度も音読
していました。
　東大の入試本番でも、グノの教材
と同じように内容が深い英文が多く
て、試験時間中にもかかわらず楽し
く読むことができました。お陰で、
狙い通り TLP（トライリンガル・プ
ログラム）＊に選ばれたのは幸いで
した。

グノーブルの数学

中塩：これは、どの科目にも言える
ことですが、「勉強しようかな」と思
えるきっかけを与えてもらえて、

「この科目は楽しい」と実感できる
まで導いてもらえれば、後は自主的
にその科目に向かえるようになりま
す。その意味で、中３から始めたグ
ノの数学には感謝しています。

　それまでは数学を全く勉強してい
なかったので、数学へのモチベー
ションが上がったのは纓

お

田
だ

先生のお
陰だと思っています。授業中にもよ
く僕は絡んでもらえたので、授業に
出席しているだけでも楽しかったで
す。
深田：数学はもともと苦手ではあり
ませんでした。ただ、学校の授業が
学年に沿った進み方だったので、先
取りしたいと思ってグノに入りまし
た。
　特にお世話になったのは田部井先
生です。添削がとても細かいし、相
談にも乗ってくださるし、補講を頻
繁にやっていただけたので、とても
助かりました。
　高２のときは毎週の添削課題が楽
しくて夢中になって解いていました。
考えること自体を楽しめる問題を毎
回用意してもらえたし、細かな添削
が返ってくるのも楽しみでした。こ
れがきっかけで、数Ⅲにも興味を持
てて自然に入っていけました。
佐藤：グノの数学は一人ひとりを
しっかり見てくれて、こっちに合わ
せて導いてもらえるので本当に助か
りました。
　僕の場合、中３で学ぶ幾何が苦手
になってしまい、学校のテストでも
平均点より 10 点も 20 点も下の点
数を取っていました。それで、英語
といっしょに数学もグノでお世話に
なることにしました。
　グノの数学は、中学の間は授業中
に問題をどんどん解いていくスタイ
ルです。こっちがつまずいていると、
それに応じてヒントやアドバイスが
もらえます。そのうちに周りのペー
スより先に進むようになりましたが、
そのときにも先生が答案を丁寧に見
てくださったり、調子がいいときに
は別の面白い問題がもらえたりしま
した。
　学年が進むとセルフチェックシー
トを使うようになりましたが、これ

にはすごくメリットがありました。
先生から指摘してもらう勉強から、
自分のことを客観的に見る姿勢へと、
勉強法が大きく転換というか、進化
していく感じでした。
　特に、数学に得意意識を持つよう
になると、分かっているところは先
生の解説もあまり聞かなくなります。
その結果テスト演習で「やっちゃっ
た」となることもありました。そう
した反省点を自分でセルフチェック
シートに書いていくんです。
　田部井先生も長澤先生も、適当に
問題を選んでいるわけではなく、

「ここを押さえてほしい」という意
図のある良問を僕たちに提供してく
ださいます。それにひっかかったと
きは、その大切な点を自分の言葉で
咀嚼してセルフチェックシートに書
きました。しょうもないところでミ
スったときは、その悔しさを書きま
した。
　セルフチェックシートは、自分の
弱点をピンポイントで把握できると
同時に、先生がシートをちゃんと見
てくださいますから、先生とのコ
ミュニケーションツールとしても有
効でした。
深田：僕は、自分の答案を見て恥ず

かしく思っていました。でも、セル
フチェックシートがあるから、恥を
捨てて客観的に自分を見つめられま
した。どこで自分が変な道に進んだ
のかを把握して、厳密に論証できる
ようになりました。
　正しい答えが出せたときにも、た
とえば、「ここはこういう同値変換
でいいのか」といった疑問が湧くこ
とがあります。それをシートに書い
ておくとちゃんと先生が答えてくだ
さるので役立ちましたし、信頼でき
る先生が見てくださっているのは励
みにもなりました。

グノーブルの国語

中塩：高１で古文を１年間受講しま
した。吉田先生は話術が巧みなので、
授業にグイグイ引き込まれました。
　吉田先生に古文を習うと、現代と
のつながりが見えてきます。時代に
よって変化することと変化しないこ
とがありますが、先生のそういうこ
とへの指摘や分析を聞くのは興味深
かったですし、日本人特有の感性を
意識化できたこともあって、現代に
も通じる古文の面白さに気づかされ
た１年間でした。
深田：高３で東大国語を受講しまし
た。僕は国語が苦手で、現代文を読

んでいても、「どうしてこんなに偉
そうな書き方をするんだ」という感
想しか持てなくて、内容はまるで理
解できませんでした。
　吉田先生は、そういう現代文を分
かりやすく噛み砕いてくださるので、
先生の話を聞いていると、モヤッと
している文章の霧が晴れていくよう
でした。ポイントも的確に話してく
ださったので、文章理解が深まりま
した。答案の書き方もしっかり教
わったお陰で、全然できなかった国
語が人並みにはできるようになりま
した。
佐藤：僕が東大国語を受講したのは、
高３の冬になってからです。それま
でやってきた国語の勉強と、高得点
になったり平均を割ったりして安定
しないテスト結果について吉田先生
に個人的に相談しました。「あなた
は読めているけれど、書けていませ
ん」と先生から指摘されて、僕は
ハッとさせられました。
　答案の作り方を先生から実践的に
指導していただいたお陰でコツがつ
かめて、超得意とは言えなかったか
もしれませんが、それなりに現代文
はできるようになりました。
　実は、冬期講習は予備校にするか
グノにするか悩みました。大人数の
クラスで授業を受けるのはきついし、
多くの受験生と同じことをしても差
がつかないような気もしました。だ
から、信頼できる先生に個人的に見
てもらった方がいいと思い、グノの
国語を受講しましたが、大正解でし
た。

グノーブルの物理・化学

佐藤：グノの物理の授業は大好きで
したし、ものすごく楽しかったです。
　昔の科学者が考えていたことをた
どりながら進めていく授業スタイル
で、考えるのが好きな僕には刺激的

でした。自分の頭で考え抜いて「こ
れだ！」と分かったときには、小学
生みたいに純粋に喜んでいました。
　物理については「下手の横好き」
でしたが、結果として人並みの点数
は取れるようになりました。ただ、
そうした点数的なこと以上に、楽し
かった授業の思い出は貴重な財産に
なりました。もともと地学が好きな
ので、大学では地学分野に進もうと
思っていましたが、今では物理分野
にするかどうかで迷っています。一
般教養課程では、絶対に物理を履修
するつもりです。
深田：グノの物理については僕もす
ごく楽しんだし、大好きでしたが、
佐藤君が話してくれたので、僕は、
化学について話します。
　もともとグノには化学がなかった
ので、高２の１学期は大手予備校に
通いました。問題に対しての考え方
や速く答える方法を教えてくれるの
で、それはそれで役立ちましたが、
夏にやっとグノで化学が開講された
ので夏からはグノに移りました。
　グノの化学は、実験をその場で見
せてくれます。開講当初は実験の不
手際もありましたが（笑）、やはり実
物は印象が違います。グノの授業は、
予備校と違って受験のテクニックで
はなく本質を教えていただけました。
数学と化学を同じ日に受講できるの
も魅力でした。

＊入学時に一定レベルの英語力を有すると認められた学生（上位一割程度）のうち希望者を対象に行われ、
　日本語と英語に加え、もう一つの外国語の運用能力を鍛える教育プログラム。（http://www.cgcs.c.u-tokyo.ac.jp/tlp/）

安達 充慶さん（理Ⅰ・筑波大学附属駒場）

遠藤 建さん（理Ⅱ・渋谷教育学園幕張）

深田 大雅さん（理Ⅰ・筑波大学附属駒場）

松井 彩里さん（理Ⅰ・渋谷教育学園幕張）
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安達：東大はそんなに簡単に入れる
大学ではないと思いますが、根気よ
く勉強を続ければ、絶対に入れない
大学でもありません。そこで大事に
なってくるのは志望理由です。
　「最難関だから」という適当な理
由で東大を目指すのではなく、「自
分はこういう分野をやりたいから東
大に行くんだ！」という目的をしっ
かり持ってほしいと思います。それ
が、根気よく努力し続けられる力の
源になります。
佐藤：僕は、目指すべき専門分野も
決まらず、「教養学部があるから」と
いう理由だけで東大を選びました

（笑）。
　それでも最後まで勉強を続けられ
たのはグノの先生方のお陰です。僕
は、「今後どういう勉強をしたらい
いですか？」という失礼なくらいア
バウトな質問をいろいろな先生にし
ましたが、どの先生も本当に丁寧に
答えてくださいました。受験勉強を
していると、悩みは尽きません。そ
ういうときは、いちいち悩まずに、
グノの先生に相談するのが一番の近
道です。相談をして、先生に応えて
いただけると、ちょっとこっちの背
筋も伸びるというか、しっかりやろ
うという気持ちにつながります。
深田：グノでは予習はそれほど求め
られないけれど、復習はとても大切

です。復習をきちんと積み重ねてい
けば絶対に学力が上がります。
　それから、菊島先生がおっしゃっ
ていたことですが、根拠のない自信
を持ってがんばることも大切です。

「自分には届かないかも」と後ろ向
きに考えていると自分で自分にブ
レーキをかけてしまうと思います。
中塩：僕も根拠のない自信を持つの
がいいと思います。東大といっても、
コツコツ積み重ねれば受かると僕は
思っています。僕自身、中１の頃は
東大を神格化していました。でも、
東大に合格する人が多い環境に身を
置いているうちに、自分の中でも東
大が近いものに思えてきました。現
実味を帯びた目標ならば、勉強を続
ける気にもなります。東大を目指す
人は、気負わず気楽に勉強してくだ
さい。
松井：受験勉強は正直つまらないと
思っていました。同じことの繰り返
しで、紙に書くだけで新しいことは
何も生み出していないからと。
　でも、グノでの勉強はとても楽し
いものでした。受験より広い世界が
見えてきたし、今やっていることが
将来の自分の力になると確信が持て
たからです。
　そういう勉強をしていれば、受験
の直前期も苦しまなくて済みます。
気負わず気楽に勉強しながら、グノ
での勉強を思いっきり楽しんでくだ
さい。

グノーブルの先生

遠藤：どの先生もすぐに顔と名前を
覚えてくださるので、親近感が湧き
ました。質問をしやすかったのが良
かったです。
　そういうグノが僕は本当に好きで、
絶対に休みたくありませんでした。
でも、１回だけ風邪で休んでしまい、
このとき、「休んだ週の教材をどう
すればいいですか？」と先生にうか
がったら、「提出してくれたら添削
します」と言っていただけました。
実際に提出したら、その添削以外に、
授業内容などを B5 の用紙２枚に
びっしり書いてくださいました。こ
こまで丁寧に対応してくださったの
には大感激でした。

安達：グノでは、どの英語の先生も、
自分にはとうてい到達できないくら
いの英語力をお持ちでした。単に受
験の英語というのではなく、英語そ
のものに普段からたくさん接してい
らっしゃるんだろうというのが伝
わってきました。
　英語が大好きで、毎日たくさん英
語に接していなかったら、あんなに
面白くて新鮮な教材を用意できるわ
けがありません。授業中の解説から
も、生徒がする質問に対する受け答
えを聞いていても、深くて鋭いもの

が端々からうかがえました。
　先生方に圧倒的な実力があって、
英語に対する情熱を持ち続けてい
らっしゃるのが伝わってくるので、
信頼感も増しますし、こちらとして
は安心して、楽しく授業を受けられ
ました。
松井：先生方が英語についての知識
が豊富なのもすごいなと思っていま
したが、教養が深くて、世界情勢に
も通じていらっしゃるということに
感動していました。
　ものごとを評価して考える軸を
しっかりお持ちなので、英文に書か
れていることが深く分かるというこ
とかもしれません。しかもその軸の
バランスがとれているので、私たち
の心にも響いて、こういう大人にな
りたいという気持ちにさせられるの
だと思います。
佐藤：本当にユニークな先生ばかり
でしたけれど、どの先生も楽しそう
に授業をされるのは共通です。先生
が楽しそうにされていると、授業を
受けている僕らも楽しい気持ちにな
ります。
　楽しい授業が実現されるのは、先
生方がその科目に精通されているか
らだろうし、それから、生徒たちを
下に見ていないからだと思います。
　そういう先生方だから、相談にも
行きやすいし、数学や物理の場合、
先生と一対一でお話しする機会も多
くて、純粋にうれしかったです。
深田：本当に、質問しやすい先生方
ばかりでした。どの先生でも、質問
すればしっかり聞いてくださるし、
質問の量が多くても嫌がらずに、一
つひとつ解決してくださいます。そ
の親身さは勉強のモチベーションに
つながります。
　予備校だと、先生が神様みたいな
ポジションにいるので、先生に話し
かけにくいですし、授業が終わると
先生が真っ先に職員室に帰ってしま
うのも普通です。生徒が多いので先

生の前に行列ができてしまったりも
します。気軽に質問する雰囲気では
ありませんでした。
中塩：グノだと先生の心が僕たちに
開いているので質問にも行きやすい
し、仮にその場で分からないことで
も、すぐに対応してくれます。
　以前、カタラン数に興味を持った
ことがあって、それについて纓

お

田
だ

先
生に質問したことがありました。

「なるべく早く応えるから」と言わ
れました。回答は翌週かなと考えて
いたら、次の日の夜には電話があっ
たんです。こんなに早く電話をくだ
さった纓田先生の誠実さに本当に心
打たれました。

後輩へのアドバイス

遠藤：東大は合格点が低めです。そ
のため、苦手な科目があっても他の
科目で挽回できます。だからこそ、
グノで言われた通りに勉強して、英
語を得意科目にしてほしいと思いま
す。グノで勉強すれば、英語が苦手
な人から、松井さんみたいに TLP

（トライリンガル・プログラム）＊が
取れるレベルの人まで、英語をしっ
かり伸ばせるし、英語は安定して得
点できる科目です。グノを信じて勉
強をがんばってください。

＊入学時に一定レベルの英語力を有すると認められた学生（上位一割程度）のうち希望者を対象に行われ、
　日本語と英語に加え、もう一つの外国語の運用能力を鍛える教育プログラム。（http://www.cgcs.c.u-tokyo.ac.jp/tlp/）

松井 彩里さん（理Ⅰ・渋谷教育学園幕張）

佐藤 祐希さん（理Ⅰ・筑波大学附属駒場）

中塩 瞭さん（理Ⅱ・渋谷教育学園幕張） 深田 大雅さん（理Ⅰ・筑波大学附属駒場）
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とう

 雄
ゆう

吾
ご

さん（理Ⅱ・栄光学園） 平
ひら

岡
おか

 健
たけ

央
お

さん（理Ⅰ・小石川中等教育）

鹿
しか

野
の

 友
ゆ

美
み

さん（理Ⅱ・晃華学園）

好きで得意だ」と思っていましたが、
最上位のαクラスに入ったら、私よ
りできる人がたくさんいました。そ
して何より、グノの先生の解説には
深みがあって、「自分はまだまだだ
な」と気づかされていました。
　「好きなことで負けたくない」と
いう一心で一生懸命勉強しました。
文法を復習し直したり、感覚で訳し
ていた単語を辞書で調べたりしまし
た。音読もますますがんばって、英
語が安定して得点源にもなりました。
平岡：僕がまずうれしくて感動した
のは、「市販の単語帳を使わなくて
いい」と最初の授業で言われたこと
です。単語帳を使っての勉強がとて
も嫌でした。やっていても、「これは
意味のある勉強なのかな？」といつ
も感じていました。
　そんな僕にとって、グノの英単語
の解説は、聞いていても楽しかった
し、先生がその動作をやってくれた
り、黒板に単語イメージを絵にして
くれたりするときは、ワクワクして
見入っていました。１つの単語と関
連付けていくつもの単語に広がって
いったり、ある単語がどのように意
味を派生していくかの解説には、
ちょっとしたドラマを感じて、記憶

にも残りやすくなりました。
　学校では、単語帳を暗記している
人たちが多かったです。「単語帳を
やらなくて不安にならないの？」と
彼らに言われたこともあります。で
も、「グノのやり方で大丈夫」という
確信があったので、まったく不安に
なりませんでした。むしろ、休み時
間に必死で単語帳をめくっている人
たちを見ながら、「時間がもったい
ないな」と、優越感に浸っていまし
た（笑）。
鹿野：グノの単語の覚え方は、語根
から語彙を広げていく方法です。同
じ語根でも、接頭辞によっていろい
ろな単語に分かれていきます。先生
が黒板を使って一つの語根を中心に
どんどん広げてくださると、私も毎
回見入って感心していました。
　この覚え方だと、しばらく出会っ
ていなかった単語を見てもパッと意
味が浮かんできます。これまで知ら
なかった語でも同じ語根の単語を思
い出してイメージを広げ、その場で
推測もできます。多義語の場合でも、
その語の成り立ちと文脈からだいた
いの意味は分かります。単語帳を
使って英単語と日本語の意味を一対
一で覚えていたらまずできないこと
です。
伊藤：単語帳の暗記は、学校でテス
トがあったのでそれだけはやりまし
た。ただ、「単語帳だと応用が利かな
い」と実感していました。新しい単
語に出会ったとき、その語が単語帳
に載っていないものだったら、意味
が全く分からなくなってしまいます。
でも、語根から単語の意味を推測す
るというグノの方法なら、知らない
単語の意味を推測できたり、ど忘れ
した単語の意味を思い出せたりしま
す。
　多義語と言われている単語も、語
源から捉えずに丸暗記するなんて、
本当にやっていられません。語源を
考えれば、一見バラバラに見える意

味がつながって、すぐに覚えられる
だけじゃなくて、ちょっと感動的な
ものになります。
平岡：単語の覚え方以外にも、英文
を前から解釈していくのも魅力でし
た。もちろん、最初のうちは上手く
解釈できませんでした。でも、グノ
の読み方が自然だと思っていたので、
抵抗はありませんでした。少し慣れ
たら、英文を読むスピードが格段に
速くなったという手応えがあったの
で、「これでいける」と確信しました。
鹿野：英文を前から解釈していくこ
とに慣れれば、返り読みよりも圧倒
的に速く読めるし、内容を確実に理
解できます。特に倒置や強調構文、
省略のある英文だったら、前から解
釈していかないとものすごく苦労す
ると思います。
　難しい英文を和訳する問題でも、
語順通り読んでおおまかな意味を把
握して、それからきれいな日本語に
直す方が効率的です。
　でも、最初の頃の私は、英文を前
から理解することができませんでし
た。グノの授業で先生に当てられた
ときも、日本語らしい順番に入れか
えて訳していって、「ちょっと待っ
て」と何回も注意されました。

入塾のきっかけ

伊藤：『高校への数学』でグノの広
告を見たことがきっかけです。「英
語を英語のまま、言語として学ぶ」
という内容のことが書いてあって、

「どんな塾なのかな？」と心惹かれ
るものがありました。そこで、中３
のときに夏期講習を受講しました。
　当時は英語が苦手で「英語を何と
かしよう」と思っていたこともあり、
大手予備校や他の塾など５、６箇所
比較検討しました。グノは他と違っ
て、先生と生徒の距離が近かったの
が好印象でした。先生が、夏期講習
しかとっていない僕の顔も名前も覚
えていて、授業中も指名してくれま
した。先生とのコミュニケーション
がうれしくて、僕はグノへの入塾を
決めました。
鹿野：私は、中１からグノの講習に
参加していました。小学生の頃から
英語塾に通っていたので、中学校の
英語だけでは物足りなかったからで
す。学校の英語の授業はアルファ
ベットから始まります。さすがにそ
れは書けたので、「文法や英単語、
フォニックスなどをきちんと教えて
もらえるところで学びたい」と思っ
ていました。

　そんなとき、父が「グノの英語が
いい」という評判を聞いて、私をグ
ノの講習に参加させてくれました。
英語が大好きな私は、受験を意識す
ることなく、「もっと英語を楽しみ
たい」という気持ちで講習に参加し
ていました。

　本格的に通塾するようになったの
は中３の秋からでした。予備校とも
比較しましたが、グノが英語を学ぶ
のに最適な環境だと思ったのです。
グノの先生は発音がとてもきれいで、

そのことが「グノに通いたい」とい
う動機にもなりました。
平岡：僕は、受験勉強を始めようと
決意した高２の夏、「英語を伸ばし
たい」と思って英語に強い塾を探し
ました。ネットでいろいろ調べた塾
の中で、英語の評価が一番高くて、

「楽しい」という声が多いのがグノ
でした。英文を前から読んでいくの
も斬新で興味を持ちました。

グノーブルの英語

伊藤：音読を推奨してくれたのが良
かったです。音読のお陰で読むのが
速くなったし、リスニング力もつき
ました。聞き取りにくい単語も、自
分で発音できるようになると次から
は聞き取れるようになります。
鹿野：音読をきちんとやっておくと、
英文を速く読み進められるようにな
ります。学校の授業中も、どうやら
私は周りの人よりかなり速く読めて
いるようでした。入試本番で緊張し
ていても、英文を読み始めれば内容
が頭に入ってきたので落ち着けまし
た。それぐらい実力を養えました。
　でも、グノでは常に刺激を受けて
いました。高１の頃、私は「英語が

ー Part ３ー
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東京大学 理系

国語の参考書では、「そんなの絶対に書けそうにない」という解答例が多く見られます。
先生はいつも、私でもがんばれば手が届きそうなレベルで解答例を示してくださったので、
お手本にしやすかったです。 鹿野 友美さん（理Ⅱ・晃華学園）

●  PDFフルバージョンでは、「学校での評判」、
「グノーブルの先生と環境」もお読みいただけ
ます。
 www.gnoble.com/gnolet19/

伊藤 雄吾さん（理Ⅱ・栄光学園）

鹿野 友美さん（理Ⅱ・晃華学園）

平岡 健央さん（理Ⅰ・小石川中等教育）
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　そういう状況だったので、初めは
英文を２、３語くらいずつぶつ切り
にして、無理矢理解釈していきまし
た。日本語としては意味がぐちゃぐ
ちゃになっても気にしないようにし
ました。
　こうしているうちに、頭の方がこ
の語順での解釈に慣れて、２、３語
ずつより長い区切りでも理解できる
ようになり、そのうち長いままで前
からきれいに解釈できるようになり
ました。
　もちろん、テストでは前から訳し
た日本語をそのまま書けないので、
訳が成立するようにきれいに整理し
ますが、その作業はすごく簡単でし
た。
伊藤：僕の場合は中３からグノのお
世話になりましたが、当時、学校の
英語は文法がメインでした。そのた
め、グノで英文解釈をスタートした
形になって、前から意味を取ってい
くことにはすんなりなじめました。
　ただ、そのやり方に慣れ過ぎてい
たために、僕の場合は日本語として
の順序がひどいことになって、模試
の和訳問題でかなり減点されること
がありました。英文の意味を把握す
ることはスラスラできても、それを
日本語らしく直す作業にむしろ苦労
しました。

英語の勉強法

鹿野：最初の頃の私は、「この文章
はこういうことを言っているんだろ
うな」という推測に頼って解釈して
いましたが、高１になって文章が難
しくなってくるとそれでは対応でき
なくなりました。
　そのことを当時の先生に相談して、
いただけたアドバイス通り、あいま
いな単語の意味は紙辞書で調べつく
して、文法的な構造もしっかり捉え
直し、その上で音読にしっかり取り
組みました。徐々に英文を論理的に
読めるようになりました。受験まで
まだ時間があって余裕もあったので、
かなりの時間をかけていました。
　なかでも音読の効果は絶大でした。
先生は「１日 10 回は音読しよう」
とおっしゃっていたので、それを実
行しました。登下校でバスに乗って
いる時間が長かったので、その間マ
スクで口元を見えないようにしてブ
ツブツ音読しました。学校の昼休み
など、時間のあるときにも音読しま
した。一日中音読できなかったとき
は寝る前に取り組みました。２､ ３
回しか音読できない日もあれば、
２､ 30 回の日もありましたが、１
日平均 10 回くらいにはなりました。
平岡：高２の夏にグノに入ってから
音読を続けていた結果、高２の１月
には英文を読むスピードが速くなっ
ていました。その頃気づいていたの
が、ただ情報を読み取ればいい科学
系の英文はかなり正確に読めても、
深みのあるエッセイとか、論理構成
をしっかり追う必要がある英文だと、
内容が全然頭に入ってこないという
ことでした。
　「このままじゃだめだ」と思って
いたその頃に、中山先生が授業中に
ピアノの練習に例えてくださった話
がすごく参考になりました。
　毎回の授業で用意される英文を練
習曲の楽譜とすると、最初の演習は

初見での演奏です。僕たちがうまく
弾けないのは当たり前です。先生が
解説のときに読んでいくのは、お手
本演奏です。先生は、「コンサートピ
アニストほど上手くは弾けないけど、
一応先生なんだから正しくは弾け
る」とおっしゃっていました。先生
の解説を聞いて「こんな曲だったん
だ」と僕たちが分かったら、家でス
ラスラ弾けるまで練習するのです。
英語の場合、その練習の中心が「音
読」です。
　そこで、僕も「先生の真似をして
読もう」と決めました。授業の解説
を思い出して、細かな前置詞のイ
メージにまで気を配り、パラグラフ
ごとのつながりのような大きな枠組
みに至るまで意識して音読しました。
トピックセンテンスを読むときには、

「今からこんなことを話します」と
いう意識を持って、抑揚をつけなが
ら音読を続けました。
　これの継続で英文を深く読めるよ
うになったと思います。高３の冬ま
でには、東大でよく出る文学的な文
章も読解できるようになりました。
鹿野：私は特に要約の文章を音読す
るようにしていました。私も、先生
の解説を思い出しながら、「どこが
大事か？」「この文章は何を伝えた
いのか？」を意識して、聞いている
人にそれが伝わるような読み方を心
がけました。強調したいところの前
後で間をあけて読んだり、一番大切
な文章をちょっとゆっくり読んでみ
ました。私はスピーチコンテストに
も出ていたので、グノの英文でコン
テストに出場するつもりで、「この
読み方だったら、コンテストで優勝
できるな」と思えるくらいまで読み
込んでいました。
　２､ ３回目くらいまでは発音や行
替えでつかえて気持ちが入っていき
ません。でも、７､ ８回目くらいに
なると、「ここは抑揚をつけ損ねた」
とか「大事なところはここだったの

に、コンマの区切りを間違えた」と
か、そういうところを完璧にしたく
なっていきます。10、11 回目くら
いでようやく自分で納得できる読み
方ができて、そうすると達成感も味
わえて楽しかったです。
伊藤：英語力の伸びを一番実感でき
たのは受験直前です。高３では本当
に音読しかしなかったので、音読の
お陰で伸びたと思います。高１の頃、
英語ができなくて苦しんでいろいろ
なものに手を出しました。それらを
全部捨てて音読だけに絞ったら成績
が上がりました。
　先生が「プレゼンするつもりで英
文を読むといい」とおっしゃってい
たので、僕も挑戦したところ、この
読み方が僕に合っていました。
　それから、GSL ＊を聴きながら、
その音声に自分の発音を近づけるよ
うにして音読をしました。その結果、
実際に話してみても、スムーズに英
語を話せるようになりました。かな
りいい感じになったと思います。
鹿野：GSL と自分の発音を比べな
がら音読すると、イントネーション
がよくなりますし、英会話にも効果
的です。相手が何を言っているのか
を何度も聞き返さなくても１回で聞
き取れたり、いろいろ一気に喋られ
てもそこから何を言いたいのかを掴
んだりできるようになりました。
　日常的な英会話なら、英語の勉強
を本格的にはしていない人でも、自
分の言いたいことを身振り手振りで
相手に伝えられます。でもディス
カッションになると、それでは言い
たいことが言えません。だから、「こ
う言いたいときはあの文章でああい
う言い回しをしていたな」とか「こ
こを強く言いたいのだからこういう
言い方をすればいいんだな」とか、
いい表現をストックすることが大切
です。そのためには、いい文章をた
くさん音読するのが一番です。
平岡：英文を前から読むことに慣れ

ると、話すときも英語のまま考えら
れるので、言葉が出やすくなりまし
た。修学旅行で海外に行ったとき、
僕の友だちは日本語で考えてから英
語に直すので、言葉を発するまでに
時間がかかっていました。僕は結構
スラスラと言葉が出てきました。

グノーブルの数学

平岡：高校２年のとき、英語と一緒
に数学も受講しました。
　田部井先生に教わったのですが、

「こんな授業があったんだ」と、分か
りやすさと、深い理解ができること
に本当にびっくりしました。
　それまで受けてきた授業では、各
単元の要点を教えられて、後は演習
を重ねて解き方を身につけていくだ
けでした。田部井先生の授業は、本
当 に 根 本 か ら「 な ぜ こ う な る の
か？」という原理を解き明かしてい
く授業だったので興味深かったし、
興味が持てることは深く理解できま
す。僕は数学が得意ではありません
でした。でも、田部井先生の授業を
受けてから、数学が本当に好きにな
りました。
　１月からの長澤先生の授業では、

「数学における行動すべてに理由を
付けて動きなさい」と何回も言われ

ました。「今の自分の問題は何か？
それを解決するには何が必要か？そ
のために今の自分に必要なのは何
か？」を常に考えさせられる授業で
した。
　数学では、問題を解くための道具
をいろいろそろえていくことになり
ますが、「この問題にはこの道具」と
機械的に組み合わせを覚えて計算し
ているだけでは、思考力を鍛えてい
ることにはなりません。「自分が何
をしようとしているか」、「なぜこの
道具を選ぶのか」といったことに意
識が向かい、その意味を捉えられて、
説明もできるようになるにつれ、数
学は面白くなります。そして成績も
伴います。
　こういう姿勢は、数学だけでなく、
さまざまな場面で役に立つと思いま
す。実際、国語の論説文への向き合
い方も変わってきて、国語の成績も
上がりました。
　セルフチェックシートも役立ちま
した。まず、常に自分のできないと
ころを見つめることが習慣化されま
した。自分で解決の糸口に気づきや
すくもなりました。シートを書くこ
とを通して、そのとき解いた問題だ
けでなく、もっと一般的な視点も持
てました。方針の立て方や対処の仕
方などにおいて、洞察の質も上がっ
て、物事を深く考えられるように
なったと思います。

グノーブルの国語

鹿野：かつての私は、「日本語を書
くのが面倒くさい」と思っていて、
国語が好きではありませんでした。
でも、吉田先生に出会って変わりま
した。
　高１の時点で理系に進む意志は固
まっていたので、「早いうちに国語
をやっておこう」と思って受講し、
そこで、吉田先生に出会えました。

＊ Gnoble Sound Laboratory：中１から高３までの６学年すべてにオリジナルの英語音声教材を用意しています。

伊藤 雄吾さん（理Ⅱ・栄光学園）

鹿野 友美さん（理Ⅱ・晃華学園）
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　先生はフレンドリーで面白く、と
ても親身に教えてくださいました。
先生の授業を受けたかったから絶対
休まなかったし、予習復習にも力を
入れました。先生に「伸びている」
と思ってもらいたくて、答案にも面
白いことを書こうとがんばりました。
その成果が表れて、１年で古文が得
意になりました。
　高２、高３では、季節講習で東大
国語を受講しました。
　他の塾や参考書では、「そんなの
絶対に書けそうにない」という解答
例が多く見られます。吉田先生は、
受験生の目線で、「この文章のここ
からそのまま言葉を利用しました」
とか「ここに着目したからこの言葉
遣いになっているんです」という説
明をしてくださいます。実際に自分
で答案を作れなくても、「ここに着
目すれば良かった」とか「ここを
もっと強調して答えを作れば良かっ
たんだ」とか、次にどうすべきかが
分かりました。先生はいつも、私で
もがんばれば手が届きそうなレベル
で解答例を示してくださったので、
お手本にしやすかったです。
　今年の東大入試は、古文で『源氏
物語』が出題されました。先生の勧
めで『源氏物語』の漫画を全巻読ん
でいたので、ストーリーはしっかり
頭に入っていました。そのお陰で、
東大入試でも古文は点が取れていた
と思います。

後輩へのアドバイス

伊藤：英語に関しては、グノを信じ
るべきです。他の参考書などには手
を出す必要はありません。先生の言
う通り、音読をして、予習と復習も
きちんとやれば、必ず英語力が上達
します。英語はグノだけで大丈夫で
す。
鹿野：グノは素晴らしい塾だし、先

生方も最高です。
　でも、自分から積極的に授業に参
加したり、先生のおっしゃることを
主体的に実行するべきだと思います。
グノは、向かっていけば向かってい
くほど自分に返ってくるものがある
塾です。だからこそ、自分からコ
ミットしていってほしいと思います。
平岡：グノは、受験勉強以外からも
得られるものが多い塾です。先生方
の話から興味の幅を広げたり、自分
自身を見直すきっかけを得たりと、
たくさんのことを吸収してほしいで
す。グノで学んだことは大学進学後
も活きてくるはずです。

医学部
11 期生　合格者インタビュー

【座談会出席者】（五十音順、本文中敬称略）※その他の医学部合格大学

国公立・私立大学
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※慶應義塾大、昭和大（特待）

平岡 健央さん（理Ⅰ・小石川中等教育）
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入塾のきっかけ

川野：兄＊１がグノに通っていまし
た。その兄が「授業が分かりやすく
て、何より楽しい」と言っていたの
を聞いて、私も高１の春に英語と数
学でグノに入塾しました。
山口：私の場合は、グノに通ってい
る友達からの勧めでした。これが
きっかけで高１のフレッシャーズ講
座＊２から参加して、そのまま入塾し
ました。春から数学、秋から英語を
受講しました。講習の雰囲気が良
かったので、他塾と比較することも
なくグノに決めました。
最勝寺：私も、他塾との比較をせず
に、中３の冬に入塾しました。私の
学校は、多くの人たちが中１から塾
に通います。でも、私は塾に通って
いなくて、高１になる前に「そろそ
ろ塾に入った方がいいかな」と感じ
ました。そこで、好きな英語を伸ば
すための塾を探しました。グノに決
めた理由は、部活の先輩＊３が『グノ
レット』に載っていて親近感を抱い
たからです。
飯塚：私も、他塾を考えないで、高
２の４月から英語で通い始めました。
学校の勉強だけでは物足りなくなっ

たとき、「もっと英語を伸ばせる塾
がないかな」と思って、自分でネッ
トを検索しました。グノの HP の合
格体験記に、「グノ大好き」とか「英
語が楽しくて、スラスラ読めるよう
になった」とか、たくさんの喜びの
声があって、それが入塾の決め手に
なりました。

吉川：私は高２の春に大手予備校か
らグノに英語で移ってきました。前
の予備校は授業が一方的でした。先

生が生徒のことを全然見ていないし、
計画通りに授業が進むだけだし、定
刻通りにキッチリ終わります。画面
越しに授業を受けているような感じ
があって、「あまり生徒のことを大
切に思っていない」という印象が強
かったです。
　それが肌に合わなかったので、自
分が気に入りそうな英語の塾を他に
もかなり回りました。
　グノの授業を受けてみて、ようや
く受けたい授業にたどり着いたと思
いました。グノに通っている人たち
が皆集中していて、「意識もレベル
も高い」と思いました。
飯塚：確かにグノはレベルが高いで
すね。私は「英語が得意」と思って
いましたが、入塾直後はα３＊４から
のスタートでした。自分が分からな
かったところを他の生徒が答えてい
るのを見て、「ああ、すごいな」と感
心していました。そういう経験が、

「まだまだ上がいるんだな。がんば
ろう」という向上心につながりまし
た。
最勝寺：同じ学校でグノに通ってい
る友達は、英語ができる子ばかりで
した。私はだいたいα１にいました
が、一度αに振り替えて出席したと
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普通の解説は、受験に出そうなことに焦点が当たると思います。
でも、グノの解説は、英文をより味わったり、筆者の深い考えや思いを読み取ったり
することに焦点が当たっていました。解説を聞いて、教養も深められたと思います。
 川野 笑里さん（千葉大・吉祥女子）
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き、周りの皆が出来過ぎて悲しくな
りました（笑）。でも、そのときの気
持ちがさらにがんばるモチベーショ
ンになりました。
川野：私はα４から始まって、最後
はα１まで上がれました。私は英語
は好きなんですけれど、α１でも、
私よりも英語ができる人が何人もい
ました。その上にαがあることに対
して、私は純粋に「すごい」と思っ
ていました。こうした憧れの気持ち
も勉強では大切です。
山口：私はα２から始まってα１の
期間が長くて、最後はαまで上がれ
ました。
　グノの優秀な人たちは、他塾の優
秀な人たちと雰囲気が違っていまし
た。桜蔭の優秀な人たちのうち、他
塾の人たちは必死でがんばって何と
か成績を維持している感じで、苦し
そうでした。一方、グノの友達はあ
まり苦労している感じがなく、楽し
んでいるのに成績が良かったです。

グノーブルの英語

吉川：他塾は予習が前提なので、忙
しくて予習ができなかった日は、授

業がすべて無駄になってしまいます。
　グノは授業の最初に演習をするの
が良かったです。しかも、その場で
添削していただけるので、「自分が
どうやってその答えにたどり着いた
のか」を鮮明に覚えていて、添削後
の答案を確認しながら「思考回路の
どこが悪かったのだろう」と分析で
きます。
山口：予習中心の授業では、予習で
理解できてしまうと授業が暇になり
ます。逆に、予習で疑問点が出てき
ても、授業までに時間が空くので、
何ができなかったのかが分からなく
なってしまいます。グノにはそうし
たロスがありませんでした。
飯塚：授業中に演習してすぐ解説を
聞けるので、理解が抜群に深まるの
は確かですね。
　それから英文がタイムリーで、前
の週に起きた出来事のニュースがす
ぐ教材になるのも魅力的でした。お
陰で、興味の幅が広がりました。受
験勉強の一環でしかなかった英語の
勉強が、将来にも活きる勉強に変わ
りました。グノの英語は受験勉強と
いう感じがしませんでした。
川野：普通の解説は、受験に出そう
なことに焦点が当たると思います。
でも、グノの解説は、英文をより味
わったり、筆者の深い考えや思いを
読み取ったりすることに焦点が当
たっていたと思います。解説を聞い
て、英文の内容にちょっと感動でき
るようになったことも何度もありま
した。背景知識も解説していただけ
たので、教養も深められたと思いま
す。
　英単語の解説も、英文を深く読む
ためのものだったので、語源から説
明が始まって、日本語とは違うイ
メージも先生が体も使ってやってみ
せてくれたので、すごく覚えやす
かったです。私はもともと市販の単
語帳を使った暗記は大の苦手だった
のですが、グノのやり方だと、とて

も覚えやすかったです。
最勝寺：先生が当ててくださるのも
大きかったです。当てられる緊張感
があると眠くなくなって、授業に集
中して取り組めます。他の人の答え
が楽しかったり、「へぇー」と感心し
たり、びっくりさせられることもあ
ります。授業が生き生きとしてきま
す。

山口：他塾の授業は、一方的に講師
が話をして、生徒たちはただ機械的
にノートを取っているだけでした。
グノの授業では、「知らなかった人
はしっかりノート取ってね。分かっ
ている人は黒板見ながらどんな展開
になるか先取りして」などと先生が
おっしゃいます。そのため、自分の
分かることと分からないこととを考
えながら授業を受けられます。
　黒板の展開を見ているだけでも自
分の頭が動き出して、「勉強になっ
ているな」という実感がありました。
川野：学校の授業では、和訳のとき
にきちんとした日本語の文にして読
まないといけないので、細かい部分
まで気が回らなくて、当てられて答
えた後に「あそこはこうだったな」
と後悔することがよくありました。

●  PDFフルバージョンでは、「医学部を志望した
理由」、「グノーブルの評判」「医学部の面接」
もお読みいただけます。
 www.gnoble.com/gnolet19/

飯塚 友理子さん（東北大・吉祥女子）

川野 笑里さん（千葉大・吉祥女子）

最勝寺 裕美さん（横浜市立大・桜蔭）
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　グノの授業では、英文を訳す場合、
上手い日本語に直すことよりも前か
ら解釈することに重きが置かれてい
ました。英語の語順のままやってい
けばいいので、変な緊張感がありま
せんでした。英文を前から読んでい
く授業スタイルが私には合っていま
した。

最勝寺：英文を前から理解するよう
にすれば、よけいなことを考えなく
て済む分、英文の内容が頭にすっと
入ってきます。結果として速く読め
るようになりました。長文問題を解
く時はいちいち考え込んでいると時
間が足りなくなるので、グノの読み
方は効果的です。
飯塚：グノに入ってからは、返り読
みをしなくなったので、英文を英文
のまま理解できるようになりました。
普通の英文ならスラスラ読めるので
爽快感があります。
吉川：私はもともと英語の本をたく
さん読んでいました。そのため、グ
ノに入る前から速読は割と得意でし
た。グノでは、読解と並行して英文
法を教えてくださるので、そのお陰
でさらに読むスピードがアップしま
したし、正確な読み方ができるよう

になりました。
山口：私も文法の授業のお陰で、英
文が読みやすくなりました。書くと
きにも文法を意識できるようになり
ました。
　グノの文法の授業は、文法問題を
解くためというより、英文を語順の
まま処理していくために、また、ネ
イティブの感覚が私たちにも感じら
れるように工夫されていました。
　「前から読むのが良い」とか、「英
語で考えながら書くのが良い」とい
うことはグノに入る前から分かって
いましたが、実際に授業を受けて、

「こういうことなんだ」と実感でき
るようになりました。

英語が伸びたと実感したとき

吉川：一番伸びたと思ったのは高２
の夏です。入塾直後のクラス分けテ
ストではα２になったことがとても
ショックでした。だから、必死で勉
強して、α２からαまで一気にクラ
スアップしました。このとき先生に
何度も相談して、音読の方法につい
てアドバイスをいただきました。そ
れをふまえて音読と GSL ＊のシャ
ドーイングに力を入れたら、英文の
内容がスムーズに頭の中に入るよう
になって、そこからぐんと伸びまし
た。
飯塚：入った当初はα３でした。そ
の直後のテストでαに上がれました
が、高２の４月から 12 月までαの
基準点ギリギリで、クラスの人たち
の高いレベルについていくのがやっ
とでした。でも、音読を 10 か月く
らい続けていたら基準点＋ 20 点く
らい取れるようになりました。
　グノのクラス分けテストは、問題
文が難しいのに時間が短くて、すご
く厳しいテストだと思います。知識
量だけでは点が取れないので、「音
読を続けて良かった」と手応えがあ

り自信につながりました。
最勝寺：私は高１のとき、グノに入
塾して早い段階で伸びを実感しまし
た。毎回の授業でディクテーション
の「お帰り問題」があって、その対
策をしていたら成績が上がりました。
　対策はやはり音読です。音読だけ
でちょっと不安になることもありま
した。でも、「先生がお勧めするんだ
から大丈夫」という気持ちで音読を
続けたら、結果がついてきました。
山口：私は逆に、入塾直後は音読を
していませんでした。授業を受けて
宿題に取り組むだけで学校や模試で
好成績を維持できていて、問題を感
じていなかったからです。
　でも、高２の夏頃に成績の伸びが
頭打ちになりました。私をグノに
誘ってくれた友達はずっと音読を続
けていて、その子と自分とを比べた
とき、英文を読むスピードが決定的
に違うことに気づきました。私は読
むのが遅かったのです。それが悔し
くて音読を始めたら、英語の成績が
また伸び始めました。
川野：高１でグノに入りましたが、
音読をあまりしていませんでした。
それでも、高３の夏前にα１にクラ
スアップして授業を受けて、「今の

ままではついていけない」という危
機感を覚えました。それからです、
毎日音読するようにしたのは。そう
したら高３の 11 月頃にやっと、「英
語のまま読めている」と思えるよう
になりました。
　私は、朝起きてすぐ、朝食前の時
間を使って、家の廊下を歩き回りな
がら音読をしていました。歩き回り
ながらの方が歴史などの暗記物を覚
えやすかったので、音読も同じやり
方で取り組みました。
山口：私は寝る前に音読をしました。
それから、「勉強やりたくないな」と
思ったとき、勉強への導入として音
読を利用していました。
最勝寺：私も、他の科目の息抜きと
しても音読をしました。机に向かっ
てガリガリ問題集を解くだけの勉強
だと苦痛ですが、音読は楽しかった
からです。
飯塚：私は、毎日お風呂で 30 分音
読すると決めていました。それから、
通学時には、イヤホンで GSL を流
しながらシャドーイングしていまし
た。英文を暗記するくらい何度も聞
きました。
吉川：私も基本的には通学時間を使
いました。駅から学校までの歩いて
いる時間や満員電車で立っている時
間に、スマホで GSL を聞いていま
した。机に向かっている時間は数学
などに費やしたかったので、スキマ
時間に英語をやるようにしました。

グノーブルの数学

山口：私は、高１のときに数学のフ
レッシャーズ講座＊を受講してその
ままグノに入塾しました。当時は数
学が一番苦手で、「伸ばすならとり
あえず数学」と思っていました。英
語にはそんなに問題意識がなくて、
最初は英語を受講しませんでした。
　グノの数学は、ただ問題を解くだ

けでなく、「なぜそういうアプロー
チをするのか？」を詳しく教えてい
ただけるのが魅力でした。
川野：私も高１から数学を受講しま
した。私は数学がとても苦手で、兄
は数学がとても得意でした。その兄
がグノの数学を絶賛していたので、
迷わず受講しました。先生が一人一
人の生徒の癖などを把握してくださ
います。それに基づいたアドバイス
は本当に的確でした。

　それから、セルフチェックシート
が役立ちました。数学に苦手意識が
あった分、書くべきことはたくさん
ありましたが、「全部埋めるまで書
こう」と思ってシートを埋めていく
中で、自分のミスを分析したり見つ
め直したりする習慣が身につきまし
た。自分の癖に気づくきっかけに
なって、失敗した経験を次に活かせ
るようになっていきました。
　グノの先生のアドバイスも的確で
したけれど、自分で自分のことに気
づけるようになったのは大きかった
と思います。
山口：最初はセルフチェックシート
に抵抗感がありました。「どうして
こんなことやらなきゃいけない
の？」と不満でしたが、書いている
うちに慣れていって、抵抗感もなく
なりました。それと同時に、自分の

できないところを見つめるきっかけ
として、セルフチェックシートを活
用できるようになりました。
　数学が伸びたのは直前期です。高
３の秋頃に繰り返し復習するように
したら、解法を選ぶときに自信を持
てるようになりました。
川野：私は数学が得意になったわけ
ではないし、受験直前も解けない問
題がたくさんありました。クラスの
人たちのレベルも高くて、私は全然
できない方だったと思います。でも、
学校の授業や模試では数学の成績の
伸びを実感できました。

グノーブルの国語と小論文

最勝寺：医学部志望者の多くがセン
ター試験の国語で苦しみます。セン
ターの国語は１問７､ ８点で、１問
落とすことが命取りになるからです。
　私はセンターでしか国語を使いま
せんでしたが、理科が忙しくない高
１のうちに古文と漢文を固めようと
思って国語を受講しました。高１や
高２で受講できるグノの講座は、医
学部志望者にもぴったりの授業でし
た。
吉川：グノの小論文では、「マト
リックス」に従って自分の考えを組
み立てていきます。「マトリックス」
は、上手く文章を書くための型です。
　最初に現状を考えて、次にそれを
一般化して、最後に「未来はどうな
るか？」そして「問題を解決するに
はどうすべきか？」を考える、とい
う順番で組み立てていきます。実際
に「マトリックス」を使ったら、
思ったよりも上手く書けてびっくり
しました。
　私は、本番で小論文を使いません
でした。でも、グノで習得した意見
の組み立て方は面接で活きました。
最勝寺：グノの小論文は書き方を教
えてくれるので、内容以外のところ

＊新高１生対象の春期講習。＊ Gnoble Sound Laboratory：中１から高３までの６学年すべてにオリジナルの英語音声教材を用意しています。

山口 恵さん（東京医科歯科大・桜蔭）

吉川 優香さん（筑波大［公募制推薦］・日本女子大学附属）

飯塚 友理子さん（東北大・吉祥女子）
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で悩まなくて済みます。そのため、
内容を充実させることに集中できま
した。
　大学の中には、小論文を重視して
いる大学があるかもしれません。そ
ういう可能性を考えれば、小論文を
練習しておくといいです。受験会場
でいきなり 1,000 字以上書くとな
ると、ほとんどの受験生は思ったほ
ど書けないはずです。普段から定期
的に練習しておくことをお勧めしま
す。

グノーブルの先生

最勝寺：グノの先生方は、初回から
生徒全員の名前と顔を覚えてくだ
さって、しかも授業中に当ててくだ
さいます。それがうれしくて、「がん
ばろう」というモチベーションにつ
ながりました。もちろん、自信がな
い問題には「当てられたくない」と
思いますが、私は間違えることにそ
こまで嫌な思いはありませんでした。

吉川：私も当ててもらえるところが
良かったと思います。自分が当てら
れるのを待っていたとは言えません
が（笑）、他の人が先生とやり取りし
ているのを聞いていろいろ学んでい
ました。「ここまで考えられなかっ

た自分はヤバイ！」と、よく奮起材
料にしていました。
飯塚：私は当てられたくてずっと１
列目に座っていました（笑）。
　それから、私はよく質問するタイ
プでしたが、どの先生もどんなに質
問が長くなってもつきあってくださ
いました。他塾に通う友達は、「質問
するのは授業で理解できていないか
らだ。それならクラスを落とせ」と
講師に言われたらしくて、「怖くて
質問できない」と言っていました。
それに比べて、グノは質問大歓迎な
雰囲気だったので、私はとても感謝
しています。
　先生に関しては特に印象に残って
いることがあります。要約の答案が
的外れで点数になっていなくて、す
ごく落ち込んでいたときのことです。
授業が終わると、先生の方から声を
かけてくださったんです。私の話に
耳を傾けて、励ましてもくださいま
した。それで気持ちがとても楽にな
りました。
川野：数学は３、４人の先生方に教
わりましたし、英語はα４からα１
まで経験しているので、もっと多く
の先生方に教わりました。それにも
かかわらず、嫌いな先生や苦手な先
生は一人もいらっしゃらなくて、皆
尊敬できる方たちでした。
　先生方は、英語や数学の知識だけ
でなく教養も深くて、生徒から見て
も常に研鑽されているのが感じられ
ました。だからこそ、「自分がサボっ
たら申し訳ない」という気持ちに
なって、いっそうがんばれました。
山口：グノの先生方は、ご自身が教
えている教科が本当にお好きなんだ
と思います。数学の先生からも、英
語の先生からも、それが伝わってき
ました。学校でもグノ生の間で、先
生方のことを話題にしていました。

「先生が好きな科目なら、私も勉強
してみよう」と科目に好意的になれ
て、単なる受験科目ではなくなりま

した。
　それから、他塾では受験直前期に
なると「合格するようにがんばれ」
という話ばかりですが、グノでは直
前期でもそういう話があまりありま
せんでした。むしろ、「合格した後ど
うするか」という話が多くて、「合格
がゴールではない」という先生方の
思いが伝わってきました。

グノーブルの柔軟性

山口：他塾だと授業の振り替えがで
きないので、部活を休んで塾に行く
か塾を休んで部活に行くかを選ぶこ
とになります。部活を休むと楽しく
ないし、塾を休むとその単元だけ
すっぽり抜けて後で苦労します。こ
うした悩みを解決してくれるのがグ
ノの振替システムでした。学校生活
と塾とを上手く両立できるのはグノ
だけです。
川野：私も同じく振替を利用して、
１回も休まずに学校と塾とを両立で
きました。私の部活は高３の５月ま
でありましたし、委員会活動で部長
をやっていました。そのため、運動
会や球技大会の時期は忙しかったり、
毎週部会で放課後残らなければなら
なかったりしました。そういうとき
は、時間をずらして授業を受けさせ

てもらいました。
最勝寺：グノでは、高２まで前コマ
と後コマに分かれているので、部活
のある人は後コマに出れば授業を休
まなくて済みました。塾にも行ける
し部活もできるというのはグノ生の
特権でしたね。
飯塚：振替の柔軟性という点では、
高３の英語の場合、週に５日、毎日
開講しているのも良かったです。
吉川：私は推薦入試だったので、学
校の成績もかなり必要でした。だか
ら、定期試験の時期は塾の授業を振
り替えて、試験勉強に打ち込みまし
た。

後輩へのアドバイス

山口：英語にしても数学にしても、
最終的にはグノの先生のアドバイス
通りに勉強しましたが、最初からそ
うしていたわけではありません。英
語に関していえば、私は音読が少な
かったので、スピードでは最初から
音読していた人たちを最後まで追い
越せませんでした。この失敗経験か
ら言えるのは、グノの先生の言うこ
とは最初からきちんと聞くべきだと
いうことです。
川野：私も同じで、音読を始めるの
が遅かったことを後悔しています。

グノを最大限に活用するには音読を
きちんとやるのが一番です。
　それから、グノは数学もお薦めで
す。自分の癖を見つめるという習慣
が身につけば、数学以外の場面でも
応用が利きます。
　医学部受験では、センター試験が
とても重要です。グノには振替制度
があるので、それを利用しながら、
学校の授業も大切にしてほしいと思
います。
最勝寺：高３になる前に英語と数学
を固めるべきです。中３とか、高１
とか、早い段階からコツコツ勉強す
る習慣をつけた方が後から楽になり
ます。そのためにグノの授業を楽し
みながら活用しましょう。医学部と
いうと難関のイメージがありますが、
私の場合は、早い段階からコツコツ
やることで上手く準備ができたと
思っています。
飯塚：私は、グノで英語を徹底的に
鍛えたお陰で、「英語はできる」「英
語だけは大丈夫」という安心感を得
られました。
　本番の入試では、最後の１秒まで
諦めずに１点を奪いに行くことが大
事です。自信と貪欲さを持って受験
を乗り切ってください。
吉川：英語は、一度安定すると成績
が乱高下しない科目です。だから、
まずは英語から固めてほしいと思い
ます。そして、グノの英語は、受験

勉強という枠を超えて、教養を深め
るのにも役立ちます。小論文や面接
にも生きてきます。受験勉強で視野
を狭めるのではなく、グノの授業か
ら興味分野を広げて、学ぶことの楽
しさを味わってください。

川野 笑里さん（千葉大・吉祥女子）

吉川 優香さん（筑波大［公募制推薦］・日本女子大学附属）

最勝寺 裕美さん（横浜市立大・桜蔭） 山口 恵さん（東京医科歯科大・桜蔭）
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11 期生 合格者インタビュー 秋
あき

元
もと

 賢
けん

介
すけ

さん（東京医科歯科大・暁星）
※順天堂大 谷

たに

川
がわ

 俊
とし

樹
き

さん （北海道大・海城）
※順天堂大

因
いん

間
ま

 朱
あか

里
り

さん
（東京医科歯科大・桜蔭）

※ 慶應義塾大、東京慈恵会
医科大、順天堂大（特待）

森
もり

 俊
とし

博
ひろ

さん
（ 東京医科歯科大・筑波大学

附属駒場）
※ 慶應義塾大、東京慈恵会医科大

内
うち

田
だ

 莉
り

央
お

さん（千葉大・小石川中等教育）
※順天堂大 濱

はま

田
だ

 伸
のぶ

彦
ひこ

さん（東大理Ⅲ・駒場東邦）
※慶應義塾大、昭和大（特待）

髙
たか

橋
はし

 和
かず

子
こ

さん（順天堂大・光塩女子学院）
※ 千葉大、昭和大、日本医科大、東邦大、防衛医科大 ※その他の医学部合格大学

「グノの先生は信頼できる」と思えたことも大きかったです。
英語の勉強方法にこっちに迷いがあっても、先生から明快な指示がいただけると本当に
安心できました。先生方に迷いがないので、僕も迷わずに先生方についていけました。
 濱田 伸彦さん（東大・駒場東邦）

入塾のきっかけ

髙橋：親の勧めに従って、新中１の
スタートダッシュ講座＊で英語と数
学を受講したのがきっかけでした。
　もともと私は算数が苦手だったこ
ともあり、負の概念が入ってくる数
学で混乱して、講習３日目くらいで
先生に質問しに行きました。このと
き「講習に来たばかりの生徒に質問
されたら、先生は嫌かもしれない」
と思いましたが、そんなことは全く
ありませんでした。先生がとても優
しく丁寧に教えてくださりました。
　質問対応だけでなく、先生は生徒
の顔と名前をすぐに覚えてくださる
ので、グノにはとても温かい印象が
ありました。「ここなら勉強を続け
られる」と確信した私は、「グノに通
いたい」と親に頼んで、正式に入塾
させてもらいました。
森：中学受験が終わった後、僕は何
も分からないまま別の塾に入りまし
た。でも、勉強を全然しなかったの
で落ちこぼれました。中３になって

「これはヤバイ！」と焦った僕は、親
と話し合いながら塾探しをして、グ
ノの説明会に参加しました。雰囲気
が気に入って、英数でグノに通うこ

とになりました。
　グノの授業は、初回の授業で先生
が顔と名前を覚えてくださって、
アットホームな感じがありました。
以前通っていた塾にはそういう感じ
はなく、放置されると遊んでしまう
僕には合いませんでした。一方、グ
ノならサボらずに続けられそうだっ
たので入塾を決めました。
谷川：僕も中１のときから別の塾に
通っていましたが、英語があまりに
もできなくて、その塾の先生からは

暗に退塾を勧められていました。そ
れでも半年くらいその塾にしがみつ
いていましたが、どうにも耐えられ
なくなって転塾することにしました。
　グノには友達が何人か通っていて、
全員英語ができていました。彼らが
羨ましかったし、「英語さえできれ
ば」という思いもあったので、グノ
に決めました。当時の僕は、「問題を
解くのが英語だ」と思い込んでいて、
英語の勉強法がよく分かっていませ
んでした。そんな僕の思い込みを変
えてくれたのがグノでした。
秋元：僕も中学までは他の塾に通っ
ていましたが、「英語の力が伸びな
い」と感じて転塾を考えるようにな
りました。そこで、いろいろな塾で
体験授業を受けて、新高１の春に英
語と古文でグノに入塾しました。
　他塾では、宿題を家でやって塾で
はその解説です。グノでは、塾に来
てからまず問題演習、その場で答案
を添削してもらえ、直後に解説を受
けられるのでやる気が湧きました。
解説も楽しくて充実していて、それ
までの塾とは全然異なるグノの授業
が魅力的で、強く惹かれました。
　古文の授業もインパクトが強くて、
思わず引き込まれてしまい、英語と

一緒に継続していくことを決めまし
た。
因間：私も新高１のときに英語で入
りました。もともと他塾に入ろうと
思っていたのですが、母に「とりあ
えずグノに行ってみなさい」と言わ
れて、フレッシャーズ講座＊１に参加
することになったんです。講習初日、
いきなり配られた問題を解いたらボ
ロボロの点数が返ってきました。こ
のことが悔しくて、「ここでもっと
いい点数を取れるようになりたい」
と思ったのが入塾の一番のきっかけ
でした。
　私が行こうとしていたのは、多読
できる塾でしたが、グノではそれも
叶えられると分かりましたし、添削
でパッと目に見える結果がすぐ返っ
てくるので、それがうれしくてモチ
ベーションアップにつながりました。

濱田：「塾に行かないと、定期テス
トはできても、受験では取り残され
る」という体験談をよく耳にしまし
た。だから、高１のときに「英語の
塾に入ろう」と思って、英語が強い
塾を探しました。このとき、グノが
候補になりました。合格体験記に惹

かれるものがありましたし、グノに
通っている友達も「いい塾だよ」と
言っていたので、入塾を決めました。
　僕の学校では、何人もの先輩たち
がグノに通っていて、グノに対する
安心感がありました。他塾に通う人
たちは、大量の宿題に圧迫されて部
活でも辛そうでした。自分もそうな
るのは嫌だったので、グノにして正
解だったと思います。
内田：中学時代から他の塾に通って
いて、他科目には苦手意識はなかっ
たのに、英語だけは本当にできませ
んでした。高２の夏前、グノのこと
を見つけてきた母と一緒にグノの説
明会に参加して、そこで転塾を決め
ました。
　入室テストで受かったのは、みご
と E

エ ッ グ ス

GGS ＊２でした（笑）。夏とその
先の数週間は EGGS で文法を一通
り勉強し直し、高２の終わりにα
４＊３に上がれました。α４では秋

あき

好
よし

先生の授業に感動しました。そこか
らようやく英語が離陸しはじめまし
た。

グノーブルの英語

内田：EGGS で文法の基礎を学ん
でも、すぐに長文が読めるわけでは
ありません。本当に短い英文でない
と、その先は頭からあふれ出してし
まう状態だったのです。
　読解の秋好先生が、即効性はない
けれど確実なやり方として、音読に
ついて教えてくださいました。毎回
の授業で扱う要約の英文にはGSL＊４

がついています。それを使って、「耳
と口を慣らして何度も音読」という
ことだったので、物は試しにと思っ
て、家では音読し、電車の中では
GSL に耳を傾けていました。
　半年くらいかかりましたが、頭が
だんだん英語に慣れてきて、高３の

夏頃にやっと、長文を最初から最後
まで読める英語の体力が身につきま
した。すごくうれしかったです。
　それから、私は市販の単語帳がど
うしてもだめでした。暗記が苦手な
わけではなくて、生物の用語だった
ら結構簡単に覚えられるんです。で
も英単語だけはお手上げ状態でした。
たとえば、ex で始まる単語がすべ
てゴチャゴチャになっていました。

　そんな私にとって、グノの単語の
覚え方に出会えたのは、救世主に出
会えたようなものでした。
秋元：グノ以外のどこでも単語帳の
暗記が常識だと思います。以前通っ
ていた塾でも、単語帳を暗記してテ
ストというのが当たり前でした。
　グノでは、単語帳の暗記は全くあ
りません。語源からどんどん語彙を
広げていく方法で単語を覚えていき
ます。この覚え方は、慣れるととて
も分かりやすいし応用も利きやすい
んです。未知の単語と出会っても、

「この語根があるからこういう意味
かな？」と推測できるからです。
　高２になると単語の勉強がさらに
深まりました。このときから、語根

＊１　新高１生対象の春期講習。
＊２　English Grammar Green Session for newcomers：英語が苦手になってしまった一般生のための、通常クラスに入る前に英文法の基礎を補完する講座。
＊３　当時の通常授業は、α（最上位）、α１、α２、α３、α４、α５の設定。
＊４　Gnoble Sound Laboratory：中１から高３までの６学年すべてにオリジナルの英語音声教材を用意しています。

●  PDFフルバージョンでは、「医学部を志望した
理由」、「先生とのやり取り」、「医学部の面接」
もお読みいただけます。
 www.gnoble.com/gnolet19/

国公立・
私立大学 医学部

＊新中１生対象の講座（２～３月に開講）。

秋元 賢介さん（東京医科歯科大・暁星）

因間 朱里さん（東京医科歯科大・桜蔭）

内田 莉央さん（千葉大・小石川中等教育）
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を中心にして関連語をまとめた「語
源ノート」を作り始め、受験本番で
もそれを見直していました。
森：確かに、グノでは単語帳の丸暗
記がなかったので楽でした。授業で
扱った文章の単語については、何度
も音読していると自然に頭に入り、
気づいたら語彙が大幅に増えていま
した。
髙橋：単語だけでなく、文法でも同
じことがいえます。学校では、例文
とその説明が羅列された分厚い参考
書が配られて、そこに載っている例
文を暗記しなくてはいけません。
　グノは、そういう暗記ではなくて、
文法もしっかり理解することを大切
にします。本質を教わっているんだ
と思えますし、どうしてそういう規
則が生まれたのかをグノの先生から
聞くと、いつもちょっと感動するの
で、自然に頭の中に入ってきます。
　それから、グノでは大切な文法事
項は、Sentences for Workout と
して例文にまとめられていて、中学
生の頃に耳で覚えてしまうんです。
頭で理解して、体にも馴染ませてい
きます。
濱田：僕は、前から読むのが印象的
でした。英語を日本語に訳さずに英

文のイメージで解釈していくのがと
ても新鮮で、できるようになってく
ると楽しかったです。グノでの経験
は、大学受験を超えて役に立つ力に
なりました。
森：そもそも中３まで英語を全く勉
強していなかったので、グノが英語
のスタート地点でした。英語を頭か
ら読んで解釈していくやり方に自然
に馴染めたのはとても良かったと
思っています。「英語はそう読むも
のなんだな」と思っていたし、英文
を前から読む読み方に抵抗はありま
せんでした。
秋元：医科歯科大の英文はかなり長
いので、英語の語順のまま読める速
読力がないと厳しいと思います。
因間：私も高１からグノに通ってい
るので、グノの英語の勉強スタイル
が当たり前だと思っていました。あ
るとき周りを見たら、ほとんどの人
たちが単語帳をやっていて、逆に

「あれ？どうしたんだろう」と思っ
ていました。
　私はもともと英語が一番得意で、
学校の勉強では物足りなかったんで
す。だからといって、ただ多読する
だけの塾だと、読みっぱなしで終
わってしまい、楽しいだけで何も残
りません。
　グノは、多読するだけでなくきち
んと問題も解くし、先生の深い解説
も聞けます。英文の内容を楽しめる
一方で、受験を超えてこの後も使え
る英語を学べ、さらに受験のために
もなる練習も充実しています。
髙橋：頭から読むことと語源のイ
メージを把握することの２つを駆使
すれば、入試問題もスラスラ読める
ようになります。実際、私は本番で
制限時間よりもかなり速く読めまし
た。

英語の勉強法

秋元：高２の夏前までは、クラス分
けテスト前に復習するくらいでした。
でも、それだときつくなってきて、
春休み後のクラス分けテストはひど
い点数でした。このとき秋

あき

好
よし

先生に
個人的に呼ばれて、アドバイスをい
ただきました。それからは授業ごと
に復習するようになりました。具体
的には、毎日音読して、語源ノート
も毎回しっかり作りました。
森：僕も中３から高２までは、テス
トの前にガーッと勉強しました。文
法の小冊子を細かいところまで全部
読んで、知らないところをチェック
して全部覚えました。授業で読んだ
英文は全部読み直して、忘れている
単語を確認しました。それだけでも
そこそこのクラスにいられたので満
足していました。
　でも、高３になったら、授業で扱
う英文がどんどん難しくなって、

「これではマズイ！」という危機感
から、毎日音読に取り組むようにな
りました。英文を覚えてしまうぐら
い読み込むと、「英語が得意」という
自信を持てるようになって、力もつ
いてきました。

谷川：入塾直後は、「音読なんて読
めばいいんだろ」という気持ちで、
何も考えずにただ読んでいました。
それでも、テスト前にそこそこ勉強
すれば点を取れていたので、危機感
はありませんでした。自分で言うの
も変ですけれど、僕の当て勘は鋭く
て（笑）、それでテストでも点数が取
れてしまうんです。
　でも、高３でαに上がって、それ
までのいい加減な勉強法が通用しな
くなりました。授業内演習でボロが
出るし、英文のレベルがどんどん上
がってついていけていない現実に向
き合わざるをえなくなりました。こ
のとき、「きちんとやろう」と決意し
ました。先生から音読のやり方を一
から聞き直して、その通りにしたら、
授業内演習での手応えが大きく変
わっていきました。
内田：私も音読を続けていました。
授業で先生がおっしゃったことを全
部プリントに書きこんで、音読する
ときに一緒に目を通していました。

「寝る前に絶対に音読してから寝よ
う」と決めていて、毎日部屋を歩き
回りながら音読しました。
　それから、語源ノートも作ってい
ました。そういう勉強を続けていた

ら、高３の 11 月頃にようやく模試
で英語の成績が良くなりました。私
の場合、高３の 10 月頃も英語の成
績が振るわず、伸びたのは本当に最
後の最後でした。
　１年前のレベルを考えると、私は
音読をしていなかったら絶対合格は
なかったと思います。音読をしてい
るうちに英単語も文の中で生き生き
としてきました。英語のリズムで英
語らしい流れで読めると内容を把握
しやすいと思います。
髙橋：英語はずっと好きで、ある程
度の成績も取れていました。でも、
高２の途中から長文をスラスラ読め
なくなりました。その頃は進路で悩
んでいて、勉強に身が入らなくなっ
ていました。
　高３になって授業のレベルが上
がったときに、「英語はやっぱり面
白い」と思い、もっと楽しむために
がんばろうと思いました。勉強の中
心は音読です。特にがんばったのは
夏休みでした。夏休み前のタームで
扱ったすべての英文を、単語や語源
も確認しながら、帰宅後には毎日１
時間かけて授業１回分の音読をしま
した。その復習を３度ほど繰り返し
た後に受けた夏休み明けの模試で、
英語の成績が急激に上がりました。
音読の効果を再確認して、その後も
ずっと音読を続けました。
因間：グノに入ったときから、紙の
辞書で単語を調べるようにしました。
調べた単語に印を付けると、忘れて
しまう単語にはどんどん印が増えて
いきます。同じ単語に３回以上印が
付いたら、それを単語カードに書き
写して、電車の中などで何度も見直
しました。紙の辞書を引くのが遅い
のに、分からない単語が多くて大変
でした。でも、引くスピードは上が
りました。それに、紙の辞書を引く
と、調べたい単語の周りの単語も目
に入ってくるので、「こんなのもあ
るんだ！」と楽しみながら読んでい

ました。
濱田：読解の勉強では、要約を中心
にしていました。要約で失敗すると、

「今回ダメだったから次回がんばろ
う」という気持ちになりましたが、
問題はどうがんばるかです。
　もちろん、英文が読めていないと
要約はできませんから、語彙の復習
や文法的なことも復習する必要があ
ります。表面的に英文が読めても、
筆者の主張と全体構成が分からなけ
れば要約できません。英語の語順の
まま読めていないと、筆者の息づか
いが聞こえてこないので主張を誤解
することすらあります。こっちに充
分な教養や思考力が欠けていると、
内容がまるでつかめないこともあり
ます。
　毎回、先生の解説を聞きながら

「英語は奥が深い」と感心していま
した。先生のレベルに少しでも近づ
けるよう、解説を全部吸収してから
音読するように心掛けていました。
　作文の中心は自由英作文の宿題で、
書いた英作文を期限までに自分で手
直しして、完璧になったものを提出
していました。自分の答案について
いろいろ考えて、自分がベストだと
思うまで添削を繰り返すことで、英

髙橋 和子さん（順天堂大・光塩女子学院）

谷川 俊樹さん（北海道大・海城）

濱田 伸彦さん（東大理Ⅲ・駒場東邦）

森 俊博さん（東京医科歯科大・筑波大学附属駒場）
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作文を書くのが速くなって質も向上
しました。

グノーブルの英語で学んだこと

秋元：医学部専門の塾だと、医学部
入試に特化した英文しか扱わないし、
医学に関連した単語ばかりを覚えさ
せられます。グノではそういうこと
がなくて、いろいろな知識を入手で
きました。受験期はあまりニュース
を見なかったので、グノで時事的な
情報にも触れられたのが良かったで
す。

因間：グノでは自然科学系の英文を
たくさん扱いましたから、それに対
する抵抗がなくなったのは、医学部
受験のことを考えても、これからの
ことを考えてもとても良かったです。
　グノではエッセーや小説を英語で
読む機会も多くありました。英語で
ものを考えたり感じたりしている人
たちの世界観にも触れられて、それ
がとても面白かったです。特定の分
野だけでなくさまざまな分野の文章
を覗けて、「英語をこれからもがん
ばろう」と思えるきっかけになりま
した。
森：振り返って見ると、グノでは高
３になってから本当にたくさんの英

文を読みました。英語に対する抵抗
感がなくなったお陰で、自分でも興
味のあるニュース記事などを英文サ
イトなどで読むようになりました。
読むことに関しては自信がつきまし
た。
谷川：僕が受験した北海道大学は、
英語が難しくないので、他の受験生
ほど必死に音読しなくても大丈夫で
す。でも、将来を見据えたとき、英
文を速読できるスキルは必須です。
だからこそ、グノで音読してきた経
験は貴重だったと思います。
　グノは、魚をくれるのではなく、
魚の釣り方を教えてくれる塾です。
大学受験の枠を超えて英語を勉強で
きたことに感謝しています。
内田：英語がもともと苦手だったこ
ともあり、時間を置くとどんどん英
語ができなくなるのが悩みです。グ
ノの教材を全部保存していて、今で
もときどき音読しています。
　医学の専門に入ると英語から遠ざ
かると思います。そういうときこそ、
英語を学ぶ機会を自分で作っていか
ないと、また前の状態に戻りそうで
不安です。どうやって英語に触れて
いくかはまだ具体的には考えていま
せん。でも、医師になったら英語を
使うはずなので、グノで学んだこと
を基礎に、これからも英語の勉強を
続けるつもりです。
髙橋：医学を中心とした自然科学系
の英文しか出題されない大学があり
ます。そういう大学を志望する友達
は、普通の受験生が使う単語帳以外
に、医系の単語帳も一生懸命暗記し
ていて大変そうでした。
　グノではさまざまな文章を扱うの
で、医学の単語もよく出てきます。
そのとき、「医学部志望者はこの単
語も覚えてね」と先生がおっしゃっ
てくださるので、先生に言われた通
りに覚えるだけで充分でした。それ
に、文脈と語源から単語をみるグノ
のやり方に慣れていればスラスラ読

めるので全然大丈夫でした。
濱田：問題を解くための対策として
英語を勉強していると、時間をかけ
ているにもかかわらず、英字新聞す
ら読めないと思います。大学受験用
の単語帳に載っていない語彙は不必
要だと考えてしまいますし、設問に
なっているところにしか頭を使わな
くなります。
　グノの英文では、受験に出そうに
ない英単語も普通に扱われていまし
た。それに先生はよく、設問に答え
るのは二の次で、まずは英文を正確
に読もうとおっしゃいます。
　これから論文を読んでいくときに
必要なことは、自分で問題点を見つ
けていくことです。そのためには、
英文全体を踏まえて誤解も曲解もし
ないで論点を理解しなくてはいけま
せん。それがなければ、批判的に考
えることもできないと思います。グ
ノではこういう姿勢を鍛えていただ
けたのだと思っています。

グノーブルの数学

髙橋：中１からお世話になった纓
お

田
だ

先生はとても面白くて、質問にも快
く応じてくださる優しさがありまし
た。宿題をたくさんやって提出する
と褒めてくださるので、褒められる

のが好きな私にはうれしかったです。
がんばればがんばるほどテストでも
点数を取れるようになって、それも
モチベーションになりました。とに
かく数学が楽しくて、好きで続けて
きました。
森：僕も、中３から纓田先生に教わ
りました。纓田先生は、説明会でも
強いインパクトがありました。その
時の模擬授業を見た僕は、「面白そ
うだな」と思って数学を受講しまし
た。
　通い出してみると実際に楽しくて、
毎週ワクワクしながら通いました。
問題を授業中に解いてその場で丸を
付けてもらう授業でしたが、できた
らうれしいし、間違えたら「絶対に
できるようにしてやる」という気持
ちになりました。積極的に勉強でき
る環境でした。
　解きがいがあって効果が上がるよ
うに問題は選び抜かれていたのだと
思います。楽しく解いているうちに、
計算力を含めてその後の土台ができ
ました。
谷川：僕は高２から高３まで、田部
井先生と長澤先生に数学を教わりま
した。先生の個性としてはかなり違
いますが、方法論の確立という点の
厳しさは共通でした。
　「この問題を解くときにどの方法
を使うか、それはなぜか」という解
法選択については、グノの数学につ

いていくと自信を持てるようになり
ます。
　グノの数学には、セルフチェック
シートがあって、これには効果があ
ります。普通だと、間違っても「で
きなかった」で終わり、すぐに正し
い解き方に目を移してしまいます。
　セルフチェックシートに自分のミ
スを分析して書いていくと、「でき
なかった」という事実を突きつけら
れます。でも、最初のうちは「ミス
した」という程度しか書けませんで
した。それが、「どうしてそのミスを
したのか」を突き詰められるように
なり、そのうちに自分の傾向が分か
り、気をつけるべきことや補うべき
課題が明確になっていきます。

グノーブルの古文

秋元：「医学部に行くなら苦手の古
文は要らない」と思っていましたが、
よくよく考えたら、国立を志望する
ならセンター試験で必須だと気づき
ました。そこで、「苦手科目は早めに
完成させて、後半は理系科目に集中
しよう」と思って高１で古文を受講
しました。
　宣伝文句通り、古文を一年で完成
させられました。何よりも授業が楽
しかったです。吉田先生がとてもア
クティブで、体を使って単語を表現
したり古文常識を説明したりと、理
解が深まる工夫をしてくださいまし
た。
　全然読めなくてつまらなかった古
文が読めるようになって、テストの
点数も良くなり、それがモチベー
ションになって勉強を続けられまし
た。
森：僕も高１のときに古文を受講し
ました。「できる人は高１でグノの
古文を習う」という話をどこかで聞
いていたことがきっかけでした。確
かに、１年間通っただけですが、そ

のときの記憶がずっと残っていて、
センター試験で役立ちました。
髙橋：私も、高１で吉田先生に古文
を教わりました。もともと古文が好
きで、「楽しいからもっと勉強しよ
う」と思って受講しました。
　学校の古文の授業は、先生が黒板
に文章を書いて文法事項を書きこむ
だけでした。吉田先生の授業は、そ
れだけにとどまりません。先生が古
典常識について話してくださったり、
イメージしにくい単語を現代的なた
とえで説明してくださったりして、
グイグイ引き込んでくださいました。
古文の授業は毎週楽しみでした。

グノーブルの先生

谷川：以前は、塾の授業を受けると
き一番後ろの席に座っていました。
壁一枚隔てて見ている感じが好き
だったからです。でも、グノの授業
を受けたことがある人には分かると
思いますが、グノには、圏外にいる
のが許されない雰囲気があります

（笑）。先生が一番後ろの席にいる僕
の名前を呼んで巻き込んでくるから
です。
　「それならば」と思って一番前の
席に座ってみたら、かなり説明のダ
シに使われました。「これもいいな」

秋元 賢介さん（東京医科歯科大・暁星）

因間 朱里さん（東京医科歯科大・桜蔭）

内田 莉央さん（千葉大・小石川中等教育）

髙橋 和子さん（順天堂大・光塩女子学院）
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と思い、仲間＊と３人で英語の時間
は常に一番前の席を占拠するように
なりました。自分たちが例にされた
解説なら絶対に忘れないですし、自
分たちも舞台に上がっている感覚を
持てます。
　とにかく、生徒が「いっしょに参
加している」と思える雰囲気作りを
してくれる先生ばかりでした。
森：僕も前の方に座ろうとしていま
したが、いつも２列目でした。谷川
君たちが一番前にいたからです

（笑）。
髙橋：私もグノに入った頃から前の
方に座っていて、よく当てられたし、
自分を例に出されることも多かった
です。グノの授業では、巻き込まれ
ていないときがほとんどありません
でした。巻き込まれることは全然嫌
じゃなかったし、やる気になれて楽
しかったです。
　それから、グノの先生方は全員、
熱意のある先生ばかりでした。纓

お

田
だ

先生は声がとても大きくて、廊下に
いても声が響くくらいでした。最初
は纓田先生だけかと思っていたら、
他の先生方も意外に声が大きくて

（笑）。熱意をひしひしと感じました。
内田：グノの先生方からは、熱いだ
けでなく、いつも生徒を見守る温か
さも感じられました。英語が伸びな
くて悩んだ時期、「こんなことで悩

んでいます」と添削用の答案に書い
たら、先生がコメントや電話をくだ
さいました。こういう形で支えてい
ただけて、とても心強かったです。
濱田：復習もしていて懸命に考えて
いるのに、要約で点数が全然取れな
い時期があって、３週連続で授業が
終わってから先生のところに相談に
行ったことがありました。その後、
満点を連続して取れるまでにレベル
アップしたら、答案の下に先生がコ
メントを書いてくださっていました。
ずっと気にかけていただいていたこ
とがうれしかったし、そのコメント
の内容から、すごく自信もつきまし
た。
　「グノの先生は信頼できる」と思
えたことも大きかったです。英語の
勉強方法にこっちに迷いがあっても、
グノの先生から明快な指示がいただ
けると本当に安心できました。先生
方に迷いがないので、僕も迷わずに
先生方についていけました。
森：僕にも、精神的な面で不安定に
なったとき、授業後に先生と話した
ことがありました。先生と話してい
たら不安が吹っ切れて前向きな気持
ちになれました。先生が明快な話し
方をしてくださいますし、普段から
見てもらえているから、「本当に大
丈夫」と思えるのだと思います。
秋元：僕も先生の温かさに随分救わ
れました。先生に質問したりメール
したりすると、的確で温かい返事を
いただけました。実際に相談しない
ときでも、本当に困ったらグノの先
生がいると思えて心強かったし、授
業や勉強方法など、全面的に信頼で
きたので安心して勉強できました。
　医科歯科大の過去問も何年も先生
に見てもらいました。医科歯科の要
約は自分一人だと対策を立てるのが
難しいと思いますが、先生からいた
だける丁寧なコメントを参考にしな
がら本番への準備が整いました。
因間：やはり、グノの先生は初日か

ら顔と名前を覚えてくださることが
衝撃的だし、同時に本当にうれし
かったです。
　私は、過去問の添削など、演習と
は別にプラスαのお願いをたくさん
しました。英作文の添削でかなりの
無理難題をお願いしたときにも、先
生は「いいですよ」と笑顔で応じて
くださいました。医科歯科大の英答
問題と要約の添削を何年分もお願い
しましたが、とても丁寧に見ていた
だけました。
　先生方が私のためにいろいろして
くださるのがうれしくて、「先生方
の期待に応えなきゃ！」というモチ
ベーションになりました。先生方に
恩返しするとなると、私にできるこ
とはいい結果を持っていくことだけ
です。だからこそ、「ここで自分が、
がんばるしかない！」と思っていま
した。

後輩へのアドバイス

髙橋：医学部受験は一般的に難しい
と言われています。でも、グノの教
材や勉強方法、熱意のある先生方を
信頼して、授業にもきちんと取り組
んでいれば、医学部受験を突破でき
るだけの実力がつきます。１回１回
の授業と毎日の復習を大切にしてく
ださい。

森：グノで伸びない場合、自分が
やっていないか、やり方が悪いか、
のどちらかです。グノを信じてつい
ていけば、絶対に結果がついてきま
す。特に、音読は絶対に続けてくだ
さい。
　それから、医学部受験の場合、苦
手を放置していると合格は遠のきま
す。苦手科目の勉強は誰でも嫌なも
のですが、がんばって取り組んでく
ださい。
秋元：苦手分野を集中的に勉強する
ためにも、英語を早めに固めておく
と有利です。英語に関しては、グノ
の授業をしっかり受けて、しっかり
復習して、毎日音読すれば、時間は
かかっても絶対に成績が上がります。
グノを信頼してついていけば大丈夫
です。
谷川：確かに地方国立大は問題の難
度は高くありませんが、できる限り
高得点を取る必要があります。グノ
の英語はレベルが高くて「こんなの
出ないだろ？」と思うときもありま
したが、それにきっちり食らいつい
ていけば、かなりの余裕と自信を
持って入試本番に臨めます。
　また、私大を受験することになっ
ても、グノに通っていれば英語の対
策をしなくて済みますし、大学進学
後にグノで培った英語力は役立つは
ずです。グノの高いレベルを「必要
ない」と思わないでほしいと思いま
す。
内田：音読は絶対にやりましょう。
それから、千葉大の場合、英語は全
学部共通で難しくありません。だか
ら、グノで鍛えていると、センター
試験が終わってから過去問に当たっ
たときに安心できると思います。英
語については、過去問を早めに解く
必要はありません。
濱田：グノは部活と両立できる塾で
す。お陰で、僕は最後までサッカー
部を続けられましたし、部活からも
いろいろ学ぶこともできました。

　勉強以外の学校行事や部活に打ち
込むことを、グノは振替のシステム
で支援してくれますし、先生方も応
援してくださる珍しい塾です。その
環境をぜひ活かしてください。
　それから、グノに通っていれば、
英語に関しては何をすべきかをいち
いち迷わなくて済みます。目の前の
教材に真剣に取り組んで、その場で
きちんと吸収することに集中しま
しょう。
因間：塾に通うだけで頭が良くなる
わけではありません。塾に入った後、
塾をどう活用するかが合否の分かれ
目になります。その点、グノの先生
方は私たちの要望に真摯に対応して
くださるので、とても活用しがいが
あります。そういう環境に身を置く
のなら、ぜひ自分に合った勉強スタ
イルを確立してほしいと思います。
自分が「これで行く！」と決めた一
つのことを最後まで貫いてください。

＊長
なが

井
い

 孝
たか

彦
ひこ

さん、藤
ふじ

川
かわ

 司
つかさ

さん。Gno-let 今号「東京大学 文系 Part １」にご出席いただきました。

谷川 俊樹さん（北海道大・海城）

森 俊博さん（東京医科歯科大・筑波大学附属駒場）

濱田 伸彦さん（東大理Ⅲ・駒場東邦）
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◎ 表紙の写真とこのページのメッセージは、
受験報告会（2017年３月）の記録から
編集者が任意に選んだものです。



グノーブルの授業は、

皆さんと私たちの合作。
一方通行の解説ではないので眠くなることはありません。
●「家で宿題、塾で答え合わせ」という古いスタイルを打ち破っています。

●授業中に集中して演習できます。私たちはその答案をその場で添削します。

●演習直後の解説は、私たちと皆さんがやり取りしながら進めます。

●皆さんが楽しく効果的に取り組める教材を、毎週新しく配付します。

熱中できる仕組み、質問も相談もすぐにできる環境を実感してください。

本物の知的体力がますます求められています。
その知の力を伸ばすのに最も大 切な要件は、
前向きになれる、知的刺激にあふれた環境で学
ぶことです。授業形式、教材、そして、教職員の
接し方に至るまで、皆さんが意欲的になれる環
境を整備し、難関大学・学部を目指す皆さんを
しっかりサポートしていきます。

さまざまな楽しい英語体験を通して、聞く、話す、
読む、書くの４つの力を伸ばします。先生２名に生
徒は８名程のクラスで、ネイティブの英語に触れ、
親しむことができます。ご家庭での学習も配慮し
た教材で、継続的な学習を無理なく行うことがで
きます。

最新の入試傾向に対応したカリキュラム、精選さ
れたオリジナルテキストを基に、経験豊かな講師
陣が一人ひとりに向き合った双方向の授業を展開
し、難関中を目指す子どもたちを導いていきます。
学習したい教科や志望校別のクラスが選択でき
るなど、中学受験に関するさまざまなご要望にお
応えしていきます。

生徒一人ひとりに心を配り、その子の持つ可能性
を追求します。学習状況に合わせて、講師１名に
生徒２名、あるいは生徒１名の完全個人指導体制
を提供します。中学受験グノーブルと並行して通う
ことも可能です。グノーブルオリジナルテキスト等
も併用しながら、個別に対応します。

Gnoble グループ　各校舎所在地
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